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─────────────────────────────────────────

○議長（渡辺文彦君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

（午後９時４５分）

─────────────────────────────────────────

◎議案第47号の上程、説明、質疑、討論、採決

○議長（渡辺文彦君） 日程第４、議案第47号 令和２年度松崎町一般会計歳入歳出決算の認

定についての件を議題といたします。

議会事務局長をして議案の朗読をいたさせます。

○議会事務局長（松本利之君） 朗読いたします。

議案第47号 令和２年度静岡県賀茂郡松崎町一般会計歳入歳出決算について、地方自治法

第233条第３項の規定により、松崎町監査委員の意見を添え、本町議会の認定を求めます。

令和３年９月７日提出、松崎町長 長嶋精一。

以上でございます。

○議長（渡辺文彦君） 提出者から提案理由の説明を求めます。

○町長（長嶋精一君） 議案第47号 令和２年度松崎町一般会計歳入歳出決算の認定について

でございます。

詳細は担当より申し上げます。

（会計管理者 鈴木清文君 登壇 提案理由説明）

○議長（渡辺文彦君） 以上で提案理由の説明を終わります。

ここで監査委員であります土屋清武議員より発言を求められていますので、許可します。

（８番 土屋清武君 登壇）

○８番（土屋清武君） 発言の許可をいただきましたので、監査委員としての決算審査の報告

を申し上げます。

地方自治法第233条第２項の規定により、町長から審査に付されました令和２年度松崎町

一般会計歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、財産に関す

る調書及び各基金の運用状況を示す書類について、関係法令に準拠して調製されているか、

財政運営は健全か、あるいは財産の管理は適正か、さらに、予算が適正かつ効率的に執行さ

れているかなどに主眼をおき、関係諸帳簿及び証拠書類等の照合など、審査手続を実施した

ところ、その出納は適正かつ正確なるものと認められました。
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また、昨日の報告にありました、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項

の規定に基づき、健全化判断比率を審査したところ黒字決算で、各比率とも基準値を下回

り、良好な状態にあると認められました。

つきましては、地方自治法第233条第３項及び地方公共団体の財政の健全化に関する法律

第３条第１項の規定によりまして、各審査意見書を提出しましたが、意見書は既に皆様のお

手元に配付されておりますので、朗読は省略して決算審査の報告に代えさせていただきま

す。

以上でございます。

○議長（渡辺文彦君） 以上で監査委員の監査報告を終わります。

質疑の方法についてお諮りいたします。

質疑はまず、歳入全ての53ページまでについて。次に、歳出の議会費から121ページまで

の農林水産業費まで。次に、歳出120ページの商工費から最後の予備費までと、総括という

４段階で進めてまいりたいと思いますが、これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（渡辺文彦君） 異議なしと認めます。

よって、質疑はこの４区分に従って進めてまいります。

申し上げます。質疑は資料名、ページ数、節の区分を明示し、要領良く的確な質疑をして

下さい。また、答弁者に申し上げます。答弁者も資料名、ページ数を示し、簡潔でわかりや

すい答弁をお願いいたします。

まず、53ページまでの歳入全てについての質疑を行います。

質疑を許します。

○７番（藤井 要君） 16、17 ページ町長にこれ伺いたいと思いますけれども、17 ページの

債権の関係でございます。17 ページの求償金の関係。これ質問ＯＫですね。求償金前年度末

現在、決算年度もこれ数字的に変わっておりませんけれども、これずっと私の方も気になっ

ておりまして、平成 12 年度弁済協定これこういう書いてあるわけですこども。町長だいた

い６年間なるわけですけども、これに対して、私もずっと追いかけてきましたけれども、そ

んなに数字が変わってないんですよね。これに対して、町長は担当部署に対して、どのよう

な求償権の回収に対しての指示を出したのか、どのようなことをですね言ったというここと

をちょっと確認したいんですけれども。

名前はちょっと支障があるもんで、名前を外して。
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○町長（長嶋精一君） ６年間とおっしゃいましたけど、町長はまだ３年９カ月でございまし

て、これについてはですね、私も町長なる前からずっと残高が変わっておりませんで、どの

ようにするかということについては、具体的にはですね非常に難しくて、担当者とは、これ

を急にこうしようとか、ああしようとかっていうことは具体的には話し合っておりません。

ただ、話し合っておるのは、機会があったらということは、当然話をしております。

以上です。

○７番（藤井 要君） 確かにですね、議員になって２年ということで、私も出して言いまし

たけれども、具体的には話し合っていないと、町長このままでよろしいと思いますか。

それからですね、これ 51 ページになりますけども、これ違約金及び延納利息ということ

で、これ５％が入ってきたら、例えば、1,000 万としても 50 万円ですよね。これこのまま片

付けなくていいのか。あえて聞くのは、町長も金融マンとして、いろいろな経験がございま

すのでね。指示がやっぱり、部に対してですね、課に対して指示が出さなければおかしいよ

と。いろいろ考えてるということになりますけれども、町も不幸でありますし、この求償権

を求められるその人たちも不幸だと私は思うんですよ。ある程度早く解決しないと、と思い

ますけれども。町長４年間ぐらいの間に、先ほどは何も進展がないということなんですけれ

ども、もう一度、お伺いいたします。

○町長（長嶋精一君） 進展がないっていうふうな形ですけど、全く検討しないということじ

ゃございませんので。これについては、時期とか機会そういったものを、発掘しながら、や

ってまいりたいとこのように思ってます。詳細については担当の方から、申し上げなくてい

いですか。

（７番藤井 要君 いや町長の方から・・）

○町長（長嶋精一君） だから私の方がそういう答弁でございます。

全くやってないってことじゃございません。

○７番（藤井 要君） 具体的にっていうのはなかなか言いづらいかもしれませんけども、こ

ういうことをやっていますよと。そのとこらへんでいいです。そのくらいに抑えて。ですか

ら、何を今までこういうことを、担当に対して言ってありますよと。少しほんの少しです、

具体的に。

○町長（長嶋精一君） ですから個人の名称いうことは、非常に難しいもんですからね。過去

の経緯もあるし、これについては担当と話し合いをしておりますけれども、先ほど言いまし

たように、機会それから良い条件が出たら、というふうな話し合いはしております。
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以上です。

○７番（藤井 要君） あんまり喋るのはあれですけど、なかなか無いようですので、担当も

これ大変だと思うんですよ。町長が、明確な指示で、担当者にですね、こういう指示で回収

してとか、いろいろ指示が出てればね、担当もやりやすいと思うんですけれども。あまり具

体的に答弁ということじゃなくて担当の方から、一言でもお願いしたいと思います。

○産業建設課長（新田徳彦君） 町長からの指示ということでございますけれども、町長引継

ぎされるときにも、当然こういう問題があるってことはもう十分承知しているわけでござい

ます。細かな対応につきましては、産業建設課の方で一応対応させてもらっておりますけれ

ども、毎年通知をしたりとかですね、納めてくださいよとか、残高が今回残ってますよって

いう話をさせもらったり、あるいは最後の承認通知をもらったりとかですね。話を直接本人

に話をしたりはしてるんですけれども、なかなかちょっと納めてもらえないっていうあれが

ありますので、今後に向けてはですね、ちょっと顧問弁護士の方とも相談しながらですね、

今やってるところもありますので、相手が町民ということもありますのでちょっと慎重に

我々の方も今後対応していきたいなと考えております。

○５番（深澤 守君） 20 ページの２款の固定資産税のことについてお伺い致します。だんだ

ん住民がいなくなったりだとかして、だんだん今空き家が増えています。そうすると、固定

資産税をいただくときに、納税者に対して追跡がなかなか難しかしくなるという部分あると

思うんですが、その辺についてどのような対策を考えられるかお答え願いたいと。

もう一つ関連してもよろしいですか。

○議長（渡辺文彦君） はい。

○５番（深澤 守君） そうすると、空き家が多くなると、これ固定資産税の対象者他に移っ

ていくということになるんですけど、これ住まれないとどんどん劣化していくということ

で、それに対して、例えば産業建設課さんの方で取り壊しだとか、そのような勧告だとか、

通知だとかそういう対策いうのはあるのかお伺いいたします。

○窓口税務課長（高橋和彦君） 決算書 20 ページ、21 ページの固定資産税についてのご質問

でございますが、毎年４千数百通の納税通知を送っておりますけども、それに対して 100 通

まではいきませんけども、数十通届かなかったというものが毎年ございます。毎年ごとでは

ございますが、その際その納税義務者の住所調査をいたしまして、亡くなってる場合もあり

ます。亡くなってる場合については戸籍の調査をいたしまして、相続人に対して連帯納税義

務として課税をし直すということを繰り返し行ってるところでございます。
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○産業建設課長（新田徳彦君） 空き家の話がございました。６月の藤井議員の一般質問で

も、空き家の関係でてきたと思いますけれども、一応今現在ですね、空き家の対策の計画を

ですね、今作っている最中でございます。

本年度作る予定でおりますけれども、その中でですね、空き家に対する取り壊し等を検討

していくことになりますけれども、大元の国に空き家等特別措置法というのがありますの

で、それに基づいた形でやるような形になろうかと思います。ただ、取り壊しとなります

と、行政代執行を負うというような形をとらざるを得ないと思います。その場合の費用の回

収の問題ですとか、まだ様々ないろいろな問題がありますので、いろいろと関係者の皆さん

の意見をしながらですね、その辺についても今後検討してまいりたいなと考えております。

○５番（深澤 守君） 22 ページの２款の４項の森林譲与税の事についてお伺いしたいんです

が。これ確か森林譲与税の算定基準の中に、森林関係の従事者の人数等も算定基準に確か入

ってたと思うんですが、今やられてるのは確か地域おこし協力隊の方が１名入られて、後継

者育成ということでやってられますが、森林に対してやって仕事をしてくれる後継者の育成

っていうのはそれ以外に何か具体的な方策っていうのは考えられておりますか。

○産業建設課長（新田徳彦君） 森林環境譲与税の対象ということで、そういった林業者の育

成みたいなそういったものも含まれております。今のところですね、この制度も始まったば

かりということで、まだそこまでですね,手が届いてないっていうのが現状でございます。

○６番（髙栁孝博君） ページが 33 ページ、14 款１項１目１節でございますが、14 款２項で

すね。２項の１目ここに備考欄のところで、個人番号カード交付というようなことが出てま

すけど、補助金が出てこれはお金の話出ていますけど、このマイナンバーカードのことだと

思いますけれど、マイナンバーカードっていうのは今銀行から保険から納税とかに非常に使

うときが出てきてる。だんだん出てきています。マイナンバーカードってのは松崎町におけ

る該当者がどれくらいおられて、何％ぐらい今マイナンバーカードが発行されているかとい

のがございます。

もう一つは、マイナンバーカードがなかなか進まないっていう一つの理由として、セキュ

リティっていう問題があると思います。なかなかセキュリティを心配がするために、カード

を作らないという方もいらっしゃるようです。そのあたりはどのように対応を考えていらっ

しゃるんですか。その 2点お願いします。

○窓口税務課長（高橋和彦君） 国庫補助金 32 ページ、33 ページの総務費国庫補助金に関連

してというお尋ねでございますが、マイナンバーカードの交付枚数については、主要な政策
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の成果を説明する書類の方の 89 ページの中ほどに、これは令和２年度中でございますが、

交付枚数として 826 枚令和２年度中に交付をしております。平成 27 年以降の累計といたし

ましては、1,832 枚でございます。1,832 枚というのが概ね人口の 30％ぐらいに相当すると

思いますけども、これはだいたいですけども県平均位全国平均をちょっと上回ってるという

状況でございます。

セキュリティのことについてはですね、ちょっと私の窓口税務課の方でお答えする範疇を

ちょっと超えてるかもしれませんけども、国の方においては、マイナンバーカードのマイナ

ンバーそのものを知られただけでは悪用されることはないと、二重三重のセキュリティをか

けてるよという説明は国においてしてるってことについては承知をしてるとこでございま

す。

○６番（髙栁孝博君） 30％の方がカードを持たれるようになったということですので、その

あたりは全国平均見ても高いとは言いながら、30％っていうことは、今後のサービスを見た

場合に、そう高い値ではないと思います。今後、それを進めていくために、どのように考え

られているかでございますが、いかがでしょうか。

○窓口税務課長（高橋和彦君） まずマイナンバーカードの交付促進についてのお尋ねと思い

ますけども、年度末における 30％というのは、全国平均からしても決して少ないところでは

ございませんが、国においては令和４年度末までに全国民に概ね行き渡ることができるよう

にということを目途にしてやってるとこでございまして、それを目途ということで考えます

と、なかなか厳しい状況という実情がございます。つい最近まではマイナポイントがもらえ

るということで、かなり交付に拍車がかかってですね、昨年度末から今年度初めにかけて、

これまでないような交付を求める実態がございました。ただそのマイナポイントが対象とな

るのが４月末までの交付申請までということでございますので、それをを期限というかそれ

以降ですね、申請される方がかなり減ってきてる状況です。これ全国的にも同じような状況

が見受けられるところですけども、最近国の方でも９月になってからＣＭを打ち始めまし

て、今も３人に１人が持ってるよと。今後こういうことで使えるようになるよということＣ

Ｍをし始めておりますので、そういったところに、期待をする、使えるものになっていくん

だよということに期待をするところと、現実的に 10 月からはちょっと半年延びてしまいま

したけども、国民健康保険証としての利用がまた再開いたします。さっきの話ですと、以前

の国の話では令和６年ぐらいを目途に運転免許証としての利用ということもを合わせていく

というような話も聞こえてきておりますので、まずその使えるものになっていくってことが
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大事なところかなというふうに思っております。ただ私の方の交付の促進ということについ

ては、なるべく交付の環境を整えるということもあるものですので、先日回覧をいたしたと

ころですけども、日曜日に窓口を開設したりとかして、これについては 10 件ほど問い合わ

せがすでに来ておりますけども、そういった窓口を広く開設するということについては今度

の試みをちょっと確認しながら考えていきたいなと思ってるところです。

○３番（小林克己君） 20 ページ、21 ページ固定資産税についてちょっとお伺いさせていた

だきたいと思います。最近休耕田とか田んぼから、畑になったりとかして、農地の形になっ

たりとか、畑のような形を転換されてる農家さんたちが割と多く見られますけども、実際に

その現状を見て、これが農地なのかって思うような雑種地に近いような感じが見受けられる

ような埋め戻しされたような土地も感じるところがあります。これにてどのような判断で農

地と雑種地とかっていうその基準は課税に多分関わってくるでしょうけども、そういうよう

な土地に対して、判断基準というのがされているかちょっと教えていただきたいんですけけ

ども。説明をお願いしたいんですけども。

○窓口税務課長（高橋和彦君） 決算書 20 ページ、21 ページの固定資産税に関連してその地

目の認定についてというご質問かと思いますが。農地について、例えば田んぼを畑にしたい

いうことになりますと、手続き的には農業委員会に対して、畑地造成の届け出をを出してい

ただくことになっております。窓口税務課といたしましては、その畑地造成の届け出が出さ

れてるかどうかということは、情報提供をいただいておりますので、その手続きを経て田ん

ぼ畑をしたということについては、現地の確認をいたしますけども、畑という地目に変えて

おります。その現場において明らかに畑でない、明らかに例えば駐車場だっていうことにな

れば、雑種地として駐車場課税をすると。

ただ、単に荒れていて草が繁茂してる状況を雑種地として評価するかということはござい

ませんで、農業委員会においても、復元の可能性があるか否かによって、耕作放棄地の認定

をしてるところもありますので、その辺も参考にしながら、農地なのか果たして駐車場みた

いな雑種地なのかということを総合的に勘案して認定してるとこです。

○１番（田中道源君） ２点ほど質問したいと思います。まず最初の１点目ですが、先ほどの

髙栁議員の質問の関連でですね、マイナンバーカードを普及させるのに整備を進めていると

ころだというお話をもう少し聞きたいんですが、私、西伊豆の方でですね、マイナポイント

をつけるために、子供らのですね、マイナポイント付けるってときに PayPay であったり、

クレジットカードであったりとかっていうので、なかなか子供ら持ってないようなもので付
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きにくいという中で、西伊豆のユーヒポイントは取得しやすいというふうに聞いたものです

から、そこで取りに行かしていただいて、そこでマイナポイントを付与させていただくよう

なことをしました。その際に、もうその場でですね、保険証の代わりになる手続きってのが

できるよということで、西伊豆の役場でそこもやらせていただいたんですけど、同じような

ことが保険証として使えるような手続きっていうのは、松崎町においても行けばすぐにでや

っていただけるような状態になっているんでしょうか。

それを教えていただきますか。

○窓口税務課長（高橋和彦君） マイナンバーカードの保険証利用についてのお尋ねでござい

ますが、マイナンバーカードを交付を受けた、もらっただけではおっしゃる通り保険証利用

はできません。もらった上で、保険所利用を開始するという手続きをしなくちゃならないも

のですので、町の窓口において交付する際に、どうされますかっていうことを聞きながら、

町の窓口においては、だいたいの方が、お願いしましょうかということですので、その際に

も保険証利用の申請をしております。スマホにおいても、個人的に申し込みをするようなの

が容易にもうマイナポータルを開いて、そのページがすぐ出てきますので、利用申し込みを

するっていうボタンを押すぐらいの簡単な手続きですけども、その辺においても個々人です

ることもできますし、不案、不明な場合については、窓口の方に来てでいただければ、窓口

の方でご案内はいたしております。

○１番（田中道源君） マイナンバーカードの件についてはありがとうございます。

それでは二つ目の方の質問なんですけども、48 ページ、49 ページのところで、20 款３項

３目の公営企業貸付金収入のとこについてちょっと質問させていただきたいなと思います。

これは、２年度の決算でございますので、ここには上がってこないんだだと思うんですけ

ど、まつざき荘に１億円貸付をしまして、利子というものが、追々来るんだろうなと思うん

ですけど、それの項目は今ここにありませんけど、追々はここのあたりに入ってくるんだろ

うなと思うんですが、質問したいこととしましては、この利子の決め方というんですか、何

か基準というか、ありましただから教えていただけますか。

○総務課長（高橋良延君） まつざき荘の貸付金の関係でございます。現在一般会計の方から

総額で平成 23 年から貸付て 6 億 2,000 万ぐらい貸し付けております。利率の決め方という

ことでございますけども、やはりその時々、年度年度の当然市場利率ですとか、そういった

ところを考慮して決めているということでございます。それから、貸付の中で利率の見直し

というところも入れておりますので、その年度年度で利率がまた下がったということであれ
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ば、当然利率の見直しということで、利率を下げることもあると。逆に今度上がると、上が

るということもあり得るのか事でその利率の見直しということもあせて付けております。契

約で。

○１番（田中道源君） その決めるですね、場所というかどこで協議されて、これでいきまし

ょうよとかっていう話になるのか、そこもちょっと教えていただきますか。機関というか、

委員会というか、どこの場所でそれが算定されるのか教えていただけますか。

○総務課長（高橋良延君） どこ場所っていう委員会とか特にございませんで、これ松崎町一

般会計から公営企業の方にということですので、当然、財政のところで契約はもう立てまし

て、決裁を得て利率が決定という形になります。

○１番（田中道源君） 今のお話でいきますと、担当の方がこの程度が妥当じゃないかってい

うような案を出して、それが決裁というか町長の決裁で、いいよとなればそれでいくという

ことですかね。

なぜこのような質問をしたかといいますと、これ先の話になりますが、岩科診療所の協定

書の中にですね、無利子で貸付金をすることができるというような今案ではございますけど

も入っておりまして、公営企業会計と全く同じとは言いませんけど、その際の利子の決め方

っていうのを、やはり私らとしてもここは結構大事な点かなと思いまして、どういう経緯で

決まっていくのかなってのをちょっと聞きたかったものですから、質問させていただきまし

た。教えていただきありがとうございました。

○７番（藤井 要君） 最後に２点質問したいと思いますけども、今の田中議員の関連で、私

なんかもよく聞いてたのが、国債を基準にして決めるというようなことを前に聞いた覚えが

ありますよね。今総務課長の中から国債とかそういう言葉が何もなかったから、そこでダラ

ダラと言う、ダラダラっつったら怒られますけれども、そういう明確な国債なら国債とかっ

ていう基準それをまた答えてもらいたいと思いますし、そして、これはですね、21 ページで

すか。これ、固定資産税の関係ですけれども、不納欠損額が 248 万ぐらいありまして、町内

は 30、町外が 31 ということなんですけど、町外これいろいろとですね、手紙送ったりとか

やってるんでしょうけれども、この中でも固定化してるっていう人が何件ぐらいあるのか。

分かれば、お聞きしたいと思いますけど。

○総務課長（高橋良延君） 49 ページに関連してと、まつざき荘の貸付という中で金利等とい

うことだと思いますが、藤井議員おっしゃるように国債こちらについても国債の例えば５年

物とか 10 年、そういったところの利回りとか、そういったところを含めて利率がどうなっ
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ているか。あるいは短期の市場利率そういったものを勘案してということで、何も国債を全

くの利率を見ていない云々というそうじゃなくて、そういったことも加味しながらまた考慮

しながらやっています。

○窓口税務課長（高橋和彦君） 決算書 20 ページ、21 ページ固定資産税の不納欠損額に関わ

るお尋ねがございましたが、固定資産税の不納欠損の固定化ということについてですが、だ

いたい不能欠損をするものの主な理由がですね、法人員が指導所有していた不動産につい

て、その法人そのものがもう解散状態、廃業状態にあると、もう実態がないというようなも

のが一つ。それから持っていた方が死亡されて、その相続人の方々が相続放棄をして相続財

産が法人化しているというものも多数ございまして、大きくこの二つがですね、かなりの割

合を占めておりまして、固定化ということですけども固定化してるものを何件ということで

はカウントしておりませんけども、毎年毎年の感覚で申し上げると、もう半分以上がそうい

った方々で固定されてるという状況でございます。

○２番（鈴木茂孝君） すいません先ほどの個人番号、ナンバーカードの判例についてちょっ

とまたお聞きしたいんですが、隣の町ですね、全国トップレベルの普及率ということで、い

ろいろユーヒポイントってのを付けるであるとか、それから、公民館の方にもう回って地区

ごとにやってほしいよというようなこともやってます。なぜその力入れるかと言いますと、

やはりこれから整備しなきゃならないものと、保険証として使うんであれば、これは皆さん

持っていただきたいものでありますよということで、必死に皆さんに持っていただきたいと

いうことをやってますけども、例えばコロナの給付金なんかが 10 万円の給付金がありまし

たけども、あの際にもやはりナンバーカードを持っていれば、早く振り込める。そしてその

持ってない方に対して今度は事務作業を集中してできるということもありまして、やはり、

その辺のものをこれ今後またあるかもしれませんので、事務費も安くなりますし町として

は、何か後押ししてでもいいから発行を％制度を上げていく必要があると思うんですけど

も。そのについては町長どのようにお考えでしょうか。

○町長（長嶋精一君） 西伊豆町のそのカードというのは前から知ってるわけですけれども、

全部が全部その西伊豆町と同じようにね、やっていくっていうこともいいでしょうけど、松

崎町は松崎町でやっておるということでございます。10 万円の支給についても、うちの方の

町は、そんなに遅れはなかったと。全国的に見ても、全く遅れはなかったということでござ

います。いろいろ総合的に考えてね、西伊豆町のやり方を参考にしないということじゃない

んですけれども、今はそういうことでございます。
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以上です。

○議長（渡辺文彦君） 暫時休憩いたします。

（午前１０時４０分）

○議長（渡辺文彦君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

（午前１０時５０分）

○議長（渡辺文彦君） 53 ページまでの歳入で、質疑ございましたら、続けます。

○１番（田中道源君） 29 ページの 28、29 のですね、勤労者体育センター使用料についてち

ょっと質問させていただきたいのですが、こちら使うのは、基本的に町民の方が利用されて

るかと思うんですけれども、ある団体がですね、中々貸していただけなかったとかあると。

これは町民じゃないんですけど。あるサッカークラブなんですけどね。それは、町の団体で

はないから、貸すことはできないというお話だったそうでございます。なんですけども、そ

こに所属してるというか、行ってるのが町民のお子さん達がそこに参加してるわけなんです

けど、それであれば、貸してあげてもいいんじゃないかなというふうに考えたんですが、そ

このところの経緯というとか、もし、教えていただけたらけなと思うんですけれども。

○教育委員会事務局長（齋藤 聡君） 29 ページ勤労者体育センターの関係です。勤労者体育

センター基本的には、町外の方も貸し出しは行っております。ただ、今コロナの関係がござ

いまして、例えば緊急事態宣言が出てる場合には、貸し出しを止めているですとか、蔓延防

止のときには町内までで貸し出しをストップするとか、そのような形を今ちょっと取らせて

もらってます。その関係で貸し出し町内の方しかできませんよというなことで言われたんで

はないかなというふうに思っております。

中には町外の方であっても今議員がおっしゃられた通り町外の方であっても、中に町内の

方が含まれているですとか、逆に町内の方申請をする中でも、町外の方が含まれているとい

うような場合につきましては、基本的に町内の方が申請していただければ、町内の方という

ようなことで貸し出しをせざるを得ないのかなというふうには考えております。ただ、今コ

ロナの状況になっているものですから、利用される方については、今ちょっと名簿を取りま

して、何かあったら追っかけが効くような形で対応しているというような状況なっておりま
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す。

○１番（田中道源君） わかりました。今のご説明ですと町外の人でもお借りできる状況には

あるというところでございますね。ちょっと私がですね、教えていただいたというとか、苦

情と言うんでしょうか。こういうことがあったんだよっていうふうなことと、ちょっと違う

んですけども、その方には、そのように説明させていただこうと思いますので、ただ今は、

コロナの関係で、名簿を追うためにそういうことしてるもんで、場合によっては断ることも

あるという説明をしたいと思います。

ご説明いただきましてありがとうございました。

○５番（深澤 守君） 24ページの10款の地方交付税についてお伺い致します。２年度は、前

年度に比べて１億6,000万ぐらいの増額になっておりますが、その要因はどのような要因考

えられますか。お答えください。

○総務課長（高橋良延君） ページ数でいきますと 25 ページですね。地方交付税でございま

す。本年度地方交付税 17 億円ということでありますけども、昨年に比べて 1 億 1,600 万円

ほど増えております。この増えた要因といたしましては、交付税の新しい算定項目の中に、

地域社会再生事業費という新規の項目が令和２年度から増えました。これは、要は簡単に言

うと、人口減少に直接直面している自治体に手厚く措置されるというような項目でございま

す。

地域社会の持続可能性を確保するために、地域社会の維持再生に取り組むというこの新項

目によりまして、1 億 1,600 万円ほど、こればかりではないですけれども、これが主な要因

でございます。

○５番（深澤 守君） それの関連で質問させていただきたいんですけど、この措置っていう

のは、あの期間というのが何年とか決まってるものなのか、それとも今ちょっととりあえず

出していくというような感じのものなのか。その辺を一点と、それから前ちょっと調べまし

たら、高齢者介護だとか、その辺の国の助成の部分は地方交付税の中に入ってきているよう

な感じのものでしたし、地域おこし協力隊の経費なんかも地方交付税の中に入ってきてると

思うんですけど、そうすると、そこの部分は多少増えてくる。けど、松崎町自体に、交付さ

れてくる交付金自体は、実質のね、果たしてそれが今の維持をできるのか、もしくは増えて

くるが、減少してくるのか、国の総方針ですからちょっとわからない部分あると思いますけ

ど、見込みでいいんで総務課長考えをお聞かせ願いたいと思います。

○総務課長（高橋良延君） 交付税の、先ほどの地域社会再生事業費という新規算定項目はこ
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れからもずっとこの項目はございます。今年度も３年度もございます。そういったことでご

理解ください。

それから、高齢者介護協力隊とかというような個別のあれがありましたけれども、コロナ

禍で地域福祉協力隊は、この特別交付税、普通交付税じゃなくて特別交付税の中にこのをし

っかりと算定項目がございますので、こちらに算入されてございます。

それから交付税自体が減少していくのかどうかというようなことの、見込みはどうかとい

うことですけれども、実は令和３年度についても、この２年度の交付税額を上回っておりま

す。これは国の財政計画今日財政計画が大きく左右されますけれども、実際のところ前は地

方交付税はだんだん減少していく減少していくということで過去言われてましたけれども。

実際のところは今の近年のところだと増えてきているいう状況でございます。ただ、これが

ずっと続くのかどうかというのはやはり不透明でございます。やはり国の財政計画これをし

っかりと見極めながら、これから財政計画を立ててまいりたいと思います。来年度の地方交

付税の概算のところももうすぐ示されますので、そういったことも加味しながら、しっかり

と財政計画、見通しを立てたいと思います以上でございます。

○５番（深澤 守君） 44 ページの 17 款の１から７まで寄付がありますが、これ目的はどの

ような目的で寄付されたものか。

また、内容についてお伺いします。

○総務課長（高橋良延君） 45 ページでございます。寄付金ということで、まず大きいところ

で一般寄付金ということは 201 万円という寄付がございます。こちらの方は３件ほどの方か

ら寄付をいただきました。こちらについては特に特定目的がなくて町の町政運営に使ってい

ただきたいというような寄付でございます。

それから総務課の方でいきますと災害対策事業の寄付金というのが、35 万 5,700 円ほどは

あると思いますけれども、これは、１社の方から寄付をいただきました。主にはコロナ対策

の方に使っていただきたいというようなことで寄付があったものでございます。

以上です。

○健康福祉課長（糸川成人君） ３目の民生寄付金ですけども、こちらの方は０となっており

ますので、福祉に活用してほしいというような意味で枠だけは設けてありますけども、これ

令和２年度はゼロということです。

○企画観光課長（深澤準弥君） ７番の商工費の観光の方は毎年ですね、ある方から、寄付を

いただいております。こちらについては同じ方が、毎年寄付をいただいてます。下の商工振
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興関係はこちらについては、ある金融機関さんから、いただいてるものでございます。こち

らも毎年金額はいろいろですけれども、もらっているところでございます。

○議長（渡辺文彦君） 他に質疑ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（渡辺文彦君） 質疑なしの声かかりましたけど、53 ページまでをこれで一旦終わっ

て、また後で総括でできますので、ここは一旦終わって次の歳出の方に移りたいと思うんす

けど、よろしいですか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（渡辺文彦君） それではこれから、56 ページから 125 ページまで農林水産業費までの

質疑を許します。

○１番（田中道源君） 91 ページの出産祝い金の件について、ちょっと質問させていただきた

いと思います。２年、一昨年のやはり決算のときに質問させていただいたかなと思うんです

が、出産祝い金がちょっと使いづらいよという声のもと、なんとか現金支給であったりとか

検討していただけますかっていう中で、ちょっと検討してみますというお話だったかと思う

んですけど、今どういうふうな格好になってるのとか教えていただけますでしょうか。

○健康福祉課長（糸川成人君） 91 ページ出産祝い金の関係でございますけども、出産祝い金

につきましては、現金で交付をさせていただいております。第一子、二子については 10 万

円、第三子以降については 20 万円ということで交付させていただいております。ただその

下のですね、出産準備祝い品であったり子育て支援祝い金、こちらの方につきましては松崎

町のロマン券ということで、こちらの方で交付させていただいていることになりますけど

も、こちらの方もですね、そういうお祝いをするのと併せてですね、町内のを経済の活性化

ということで町内で使っていただきたいという意味を込めてですね、そういうロマン券のと

いうことで活用させていただいていますので、今もですねそういう形で交付させていただい

ているということです。

○１番（田中道源君） 失礼いたしました。準備祝い品の方でございました。当時もですね、

ロマン券でしてるのが地域のですね、活性化も考慮してというお答えだったのかなと思いま

す。それももちろんそうなんですけど、一番の目的っていうのは、生まれてくる、子育てし

やすくするためにっていうのがやはり第一のことだと思いので、その当事者の方々が使いや

すいような方をやっぱり優先した方がいいんじゃないかなというふうに思います。

そのときに提案というかお話したのも、例えば車に乗せるベビー何とかを町内で買えると
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ころがないもんで、結構それもお金がかかるからそこでやりたいんだけど、それには使えな

くてね、なんていう声があったものでございます。もちろんおっしゃる通り地域の振興って

のも、大事なことではございますけども、やはりここは、一番の目的としては、その子育て

しやすいように支援していく方って方がやはり主たる目的だと思いますので、やはり使い勝

手の良さっていうのは、今一度検討していただいてですね、ロマンシールが駄目とは言いま

せんけども、それを使うにしてもどうにか使いやすいような工夫というのを、今一度検討し

ていただきたいと思いますがいかがでしょうか。

○健康福祉課長（糸川成人君） そうですね、そちらの方につきましてもですね、町内業者と

の関係もありますけども、なるべく使いやすい方法でということで検討していければなと思

います。

○１番（田中道源君） 引き続きまして、やはり同じページの 91 番の買い物支援事業委託に

ついての質問させていただきたいと思います。

全協のときにですね、『これから町長が変わってもこの事情は続けていくんでしょうか』

という質問させていただいて、『そのつもり大丈夫』というところで、『財源どうするんで

すか』という話の中で、『過疎債等を使っていく』というようなご答弁をいただいたかなと

思っております。ちょっとそれで更にちょっと質問したいんですが、過疎債を使う際に、毎

年毎年同じ項目で、買い物支援ていうのに過疎債を申請していただいていけるものなのかど

うか確認させていただいてもよろしいでしょうか。

○企画観光課長（深澤準弥君） 多分過疎債のソフト事業という部分で福祉の方で検討されて

るかと思いますけども、ソフト事業については、基本的には毎年でも対象にはなってくると

思います。ただ、ハード整備事業で、昨日も議員さんの方からもお話があった通り、国の方

で静岡県にいくらというのは、もうだいぶ今キャップというか、上限が決まってきておりま

すので、見極めながら申請をしていかないと、そちらの方に食われてしまうといったことも

ございますので、それこそ事業の優先順位をしながら、考えながら使っていくような形にな

ろうかと思います。

○１番（田中道源君） この買い物支援の関係はですね、町長の公約の中にも謳われているそ

れに沿った事業だと思いますし、これから免許返納してかなきゃいけない高齢者の方々のこ

と考えますと、結構大事な事業だなと思っております。今の状態がベストとも思わないの

で、方向性としてはすごい大事な点でございますから、より詳細に詰めてっていただいてで

すね、どんどんこれからこれが必要になってくるのと思いますので、使い勝手の良い、また
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本当に必要に即したものになるよう検討しつつ、それが続けられるようなですね、財政の面

からも、『もう補助金が来なくなりましたのでできませんでした』になってしまうと、やは

り持続可能とは言えませんので、そこまでのことも踏まえてですね、計画を今後ともひとつ

よろしくお願いします。

○企画観光課長（深澤準弥君） 今福祉の関係だけでのお話しですけども、基本的に公共交通

の方がございますので、将来的なものを公共交通の中でやってく。先ほども免許の返戻の話

ございましたけれども、そういった意味では、総合的に全体的なものを考えながら、いわゆ

る公共交通のあり方というのを、国の方もだんだんと今、実証実験が進みつつやっておりま

すので、その中で含めていろいろ考えていく必要があるかと思ってますので、そのような形

で進んでいくようにはなると思います。

○健康福祉課長（糸川成人君） 買い物支援タクシーの方の実績だけ申しますと、令和２年度

で 399 名の方の登録がございました。令和２年度までの実証実験ということで、令和３年度

本格稼働ということで、改めて広報の方させていただいて 437 名ということで、登録者数の

方が大分増えてまいりました。これから先も、増えていくのかなあと思いますけども。やは

り、議員のおっしゃる通りですね、高齢者の移動支援といういうのがですね、かなり大事な

ところが出てくるかと思いますので、おっしゃる通りこれから継続できるような方法です

ね、検討しながらですねやっていければなと思っています。

○５番（深澤 守君） 59 ページの２款の１目の時間外勤務手当のことについてお伺い致しま

す。前にも質問しましたが、監査報告の中で、職員の時間外の未払いの部分が多いというも

のは出ておりましたが、それについての改善策をお伺いいたします。それと時間外というこ

とは、長く労働してるわけでありまして、そこの点を改善していかなければいけないと思い

ます。人事配置、それから働き方改革していかなければいけないと思いますが、その点どの

ようにお考えか伺いいたします。

○総務課長（高橋良延君） 59 ページのところに時間外勤務手当ってありますけれども、時間

外勤務手当の実績をみますと、前会計、一般会計の総額前年度比で 194 万円ほど時間外の勤

務手当金額としては減という形でございます。これは、災害が少なかったとか、そういった

ところが大きな要因ということでございます。それから今ご質問の全ての人に支払っていな

いんじゃないか、未払いがあるんじゃないか云々というですけども。未払いということでは

ございません。それはございません。あくまでも時間外を勤務するということは、その課の

課長に事前決裁、こういうことで時間外をやりますのでということで、事前決裁を上げてい
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ただいて、それを元に時間外勤務手当を支給するというのが大原則でございます。未払いと

いうことではございません。

それから配置の関係とか云々とありますけれども、今 80 人というこの職員数があります

けれども、限られた職員の中でそこのいろいろな課に職員を配置してという、やはりマンパ

ワー不足というところも痛感してますけれども、『限られた人材の中で適正な配置』それは

常に考えてございます。そういった中で問題点等は一つずつ課題をクリア解決しながら、こ

れは適正な勤務配置というのは、まだまだ課題はあるとは思いますけれども、引き続き適正

なそういった職員配置とか、そういったことに取り組んでまいりたいと思います。

○５番（深澤 守君） 確かに申請された部分に対しては未払いというものはないということ

は、それは当たり前の話で、総務課長が言った答弁というのは正しいはずです。それでは、

なぜ監査委員が意見書の中で時間外のことについて触れて是正を求めたか、申告したくても

申告してないところで働いてると、それが問題であるから監査委員の方が意見書を添えて提

出わけですよね。やっぱそこのところは、やっぱりしっかりと見つめて、職員の皆さんが、

無理がなく、松崎のために一生懸命働いてくれる環境作りというものが、これ必要じゃない

んですか。そのために町長は、夜勤をやらずにそのまま家に帰っていただいて、家族の方々

と一緒に団欒して、健康で働いてくれるように取り計らったわけですよね。今年。それであ

るならば、しっかりと意見書が出てるんであれば、そこのところを見つめて改善する努力っ

ていうのは、町長、これ必要だと思いますけど。僕の意見って間違ってるでしょうか。お答

えください。

○町長（長嶋精一君） 深澤議員のおっしゃってる事はその通りだと思います。私の方もです

ね、一つ一つ問題点をクリアしていきたいなという考えがございますので、放置するとかと

いう気持ちはございません。深澤議員のおっしゃる通りでございます。

○２番（鈴木茂孝君） 63 ページの上から二つ目のふるさと納税返礼品について、ふるさと納

税全般についてお聞きしたいんですけども。この金額というのは、返礼品の送料というのも

入ってますでしょうか。

それから、その下の 11 役務費ですか。一番下ふるさと納税システム手数料ですけども、

これは前年ですね、前年は 95 万円でした。今回だいたい３倍強の 285 万になってるんです

けども、その理由も併せて教えてください。

○企画観光課長（深澤準弥君） 返礼品につきましてですが、こちらについては、いわゆる返

礼品としてかかるお金ですので、送料も入れてございます。システム手数料の関係ですけど
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も、ふるさとチョイスの他に業者さんを増やしたの関係があって、今回この手数料は増えて

ございます。

○２番（鈴木茂孝君） 前もお尋ねしたことあると思うんですけども、送料はだいたいどれく

らいかかっているのかということと。例えば楽天さんを増やしただけで、このようにかなり

増えてしまうのかどうか。こういうような何か、例えば本体価格みたいのがあって、それに

歩合な形で行くので、ある程度増えてもあまり変わらないのか、それとも基本的なところが

高いのか、どんな形なのか、ちょっと教えてください。

○企画観光課長（深澤準弥君） すいません。送料についてちょっと数字拾えてませんけれど

も、送るものによって大分差が出るケースがございますので、その辺また改めてお知らせで

きると思います。

先ほど申し上げましたシステム手数料についてつきましては、基本的なシステムの使用料

と、あと歩合・・おっしゃる通りですね、一件いくらの手数料という形で算定してまいりま

すので、その数が増えると増えるような形にはなります。

○２番（鈴木茂孝君） 私なぜその送料っていうのすごくこだわるかと言いますと、先ほど課

長がおっしゃられた通り、各農家さんとか出す方によって送料が違うんですけれども、私

も、前もおお話ししましたけども、例えばある方は郵便パックを使ってある方はヤマトさん

を使う、ある方は福山通運を使うというか、バラバラなんですよね。それを業者さんを一つ

に決めて、松崎町のふるさと納税として何千件かで契約すれば、送料の方の交渉もできます

し、そこのヤマトならヤマト、ゆうパックならゆうパックの方達が集配して回ってくれます

よね。そのときに運賃なんかも、今はどうしますかっていうと役場の方が、我々のふるさと

納税を収めた方がいくら送料掛かりましたよってことで請求をして、それを計算してその向

こうの方が、役場の方が、また振り込むという形になってますけども、もしそういうとこに

業者さんに頼めば、その業者さんが全部やってくれるわけですよ。要するに先ほど言われた

仕事が減るわけです。

役場の方の仕事を減らさないと、いつまで経っても時間外勤務っていうのは、減らないと

思うんですね。そのためには外に出すということ、もしくは仕事を楽にするようなシステム

を作るっていうことが大事だと思うんですけども。まさに今そのふるさと納税の送料を、企

業さんに任せることで、その勤務時間が減る。労働力減ると思うんです。その辺でそしてさ

らにそのお金も当然皆さんがバラバラにやっていれば、正規の金額でお金を支払っているわ

けですけども、それがある企業さんに 1 個にお願いすれば、割引料金でできると思いますの
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で、その辺はかなり割安になってくるということがあると思いますので、その辺は何回もお

話してると思うんですけども、ぜひ検討していただきたい。そして、やはり送料がわからな

いというのは、確か昨年も同じ質問をしてるんですが、やはり送料がわからないというお話

をいただきました。やはりきちんとその精査をしてないってことだと思うんですけども、や

はりその辺はしっかりとやって、これぐらいの送料かっていうのは、このぐらい金額にある

とこに頼めばになるんだなっていうところで、税金の方もある程度浮くんだよっていうこと

もありますので、ぜひその辺も精査しながら早急にその辺やっていただきたいと思いますけ

ども、いかがでしょうか。

○企画観光課長（深澤準弥君） 配送業者の関係ですけれども、一応業者さん何社かに話をさ

せてもらって、そういったことがまとめてできないかというような相談はかけました。とこ

ろが、そっちの業者の方の意見としては、その集約の場所とか個々の業者さん全部を取りま

とめた中でどういった形ができるかというようなことも含めて言われたのと、あとは業者さ

んによっては、自分で個別に配送するところがもう決まっていて、そことこの個別契約にな

ってるケースがあるので、そことの調整が必要だということで、今ちょっと止まっているよ

うな状況です。

去年も言われてる中でですね、本当に郵送料の部分につきましては、一括で何かできない

かというようなことで郵便局にもちょっと相談をしたりですね、そういうことはしているん

ですが、なかなか思うようにまだ結果は出せないというか対応できないと。いうようなこと

でちょっと言われているので、そこで諦めてるわけではないのでちょっといろいろ方策は検

討していく必要はあるかと思います。

○２番（鈴木茂孝君） 私も郵便局、うまく出ましたのでお話しますけど、そちらと契約して

ますので、実際にかなりやっぱり割安な価格で送っていただいてますので、今の「一緒

に・・」がちょっとわかりませんけど、松崎ふるさと納税として契約していれば、個々に契

約していてもそれとは別に、多分契約を結ぶ。そして、松崎町ふるさと納税としてやれば、

そこがその出す方が、業者さんに連絡すれば取りに来てくれるシステムがありますので、そ

のシステムをそのまま利用すればいいと思いますし、近年郵便局さんと確か何か協定を松崎

も結んでると思うんですね。その辺の関係で、何とかやってくれないかみたいな話ができれ

ばなと思いますので、引き続きぜひお願いしたいと思います。

○３番（小林克己君） 88 ページ、89 ページ老人福祉費委託料一番上の敬老の日行事委託に

ついてお伺いいたします。今回 1,913 人でしょうか、75 歳以上の該当者。地区の 35 地区の
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方に区役員として６人で 2,000 円、1 万 2,000 円が各地区に多分支給されると思われます

が、実際にこれが該当者が多い地区であったり、また少なかったりとかして、その区ごとへ

のその負担というんですか。役員さんの負担が多分その区ごとで多分まちまちだと思われま

す。この一括的にこの区に対して役員６人×2,000 円の 1 万 2,000 円を支給されるのではな

く、例えば該当者の人数であったりとか、そういうようなことを検討して、区の役員さんへ

の負担へのこの公平性というですか。そういうのは、考えたことはありますでしょうか。

○健康福祉課長（糸川成人君） 89 ページの敬老の日行事委託のところでございますけども、

こちらの方につきましては、確か前回も同じような質問があったのかなと思いますけども、

こちらにつきましては平成 30 年度だと思いますけれども、そのくらいにですね、その区の

役員さんの人数につきまして見直しを行っているというところでございます。またその辺に

ついてまた他の議員おっしゃる通り、地区の状況によって役員さんが出る人数等も変わって

きてはいますけども、そういうところも含めて平成 30 年の１回見直しをしているというこ

とになりますので、もうしばらくですね、そのような状況でちょっと様子を見させいただけ

ればなと思っております。

○７番（藤井 要君） ３点ほど聞きたいと思いますけども、１点はですね健康福祉課長の方

ですけども、先ほども出ましたタクシーの関係。介護タクシーの関係ですね。これ約 400 万

ぐらいちょっとすいません。ページは言ってませんけども、400 万ぐらいかかっておるわけ

ですよね。最初の頃はあれですね。バスを運行をするというようなこともあったんですけれ

ども、試算的にですね、バスの方とかそういう試算もしてあるのか。もしあれだったら地方

の関係、費用対効果の関係なんかでも、ちょっとそこら辺を説明願えればと思います。

そして、あとですね、これは 63 ページになりますけれども、空き家対策でゼンリンさん

に委託されまして、で 239 箇所中 175 件が使用可能だよというようなことで、ＡからＤラン

クぐらいまでやったというようなことで、その後ですね、使用可能に対してどのような対応

がしてきたのかということと、その後ろの下の方になりますと 18 節のところに、空き家改

修等事業ということで５件 370 万円ほど入ってますけども、これの内容若干教えてもらいた

い。ということは、よそから帰ってきてここに住んだのか、それとも今まで空いてたから直

して、今住んでるのかそういうこと聞きたいと思いますけども。

○健康福祉課長（糸川成人君） 91 ページの買い物支援タクシーの委託の買い物支援事業委託

の関係でございますけども、こちらの関係につきましては、当初バスの方の巡回ということ

で計画をしていたということでございますけども、こちらの方につきましては公共交通機関
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との、今ある路線バスとの関係等があってなかなかできなかったというような経過があった

と聞いております。

今回につきましてはそれを、バスをタクシーに変えてということで、玄関まで今度は逆に

迎えに行ってもらえるということで、逆に使い勝手が使いやすくなったんではないかなとい

う声もありますので、こちらの方で今実証実験を始めて、今年度から本格稼動となっており

ますけども、こちらの方のちょっと費用対効果というところまではちょっと調査をしており

ませんけども、そういう声を聞きますとかなり効果があるのかなというところでございま

す。

○７番（藤井 要君） バスでしたっけ、名前ちょっとあれですけど、それの概算っていうか

そんなような計算をしたことはありませんか。だいたいどのくらいかってね、利用するに

は、玄関先からということで便利でしょうけども、全体的なこれからの、先ほど免許の返納

等どんどんどんどん増えたりとか、例えば小さな子供たちも、それにどっか 100 円バスは乗

れるとかっていういういろいろありますけども、そんなんやって試算的なことも考えたこと

は、試算したことはないのかなと思いましておりますけども。

○健康福祉課長（糸川成人君） 申し訳ございません。そちらの方の試算についてはしてござ

いません。

○企画観光課長（深澤準弥君） まず最初にゼンリンの関係ですけれども、所有者とその程度

を調べて、その後は所有者さんの方に話をするということで今データを集めているところ

で、現在はまだその状況でございます。まだだから、進んではいない状況でございます。も

う一件の空き家改修につきましては７件の改修と、あと、家財処分の方もここに含まれてま

すんで、その中で他人にお貸しするというのが６件で、１件については入って今住んでいる

方がいます。

○７番（藤井 要君） そうすると、改修はしたけれど今のところ２件、それから家財処分が

何件だかわかりませんけれども、そうすると、ちょっと差が出ちゃうんだけれども、改修だ

けちょっと考えちゃうと。改修はしました、でも、住んでもなんにも無いよというようなこ

とをなるのか、その点はどうですか。

○企画観光課長（深澤準弥君） 一応貸せるために改修ということで、そこの部分で今やって

おります。一応改修した後、例えばこの借り手が探しているとか、もともと入りたいので改

修、貸せたいから改修したいっていうところが主ですので、実際に今空き家になってるとこ

もございます。
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○２番（鈴木茂孝君） 今のお話なんですけれども、ということは借りる人が決定しなくて

も、それは使えるということなんでしょうか。今の空き家改修事業ですけども。

○企画観光課長（深澤準弥君） 基本的には空き家を貸せれるような状態にするということで

やってます。

○２番（鈴木茂孝君） そのことでちょうど質問しようとしてたところなので、今ちょっとお

話ししたんですが、これ昨年 110 万円なんですね。今年が 370 万円ということで、急に増え

ている理由をどう考えているかということと、今後も増えていくとかなり増えて、増えただ

けなかなかお金も大変になってくるということもありますので、50 万円の金額を普通のリフ

ォーム補助金が 20 万円ですよね。その辺まで下げていくのか、どうするかっていうような

ことも検討されてるのかっていうこともあわせてお願いします。

○企画観光課長（深澤準弥君） 基本的にその対象となる物件については、空き家バンクに登

録をしていただくという条件がございますので、その上でということになっております。今

言った、これから今回増えた部分につきましては、今言ったように地方に皆さんお話してい

ただいてる通り、目が向いているということで、空き家バンク登録のところを結構見る方が

増えているのは事実です。実際に今契約が正式になってないところもですね、いろいろ見に

来たりとか、っていう相談はありますので、そういったところで対応をしている状況です。

今言った金額の部分につきましてですけども、相当そうですね 50 万円っていうのが、数

がこれが 10 件、20 件となってきた場合には、大分負担になるのかなとは思いますが、移住

定住促進の関係で他のところだとやっぱり 100 万円をとかいろいろ出してるところもありま

すが、具体的にハード整備をするということで入りやすくするっていうのが、今回の趣旨に

はなってますので、一応今のところは、住宅改修とはちょっと差別化をさせていただいてい

るような状況です。

○２番（鈴木茂孝君） 私も移住して住んでるわけですけども、なかなか改修はお金がすごく

かかるものですし、その改修したとしても、やはり他の部分が全部駄目駄目駄目になってき

てということもありますので、例えば住宅を見れる方というか、これぐらいかかりそうだよ

とか、例えばここで 50 万円かけてもあと何年後かにはこの屋根が痛むんじゃないかってい

うことに考えたりとかいうことで、ある程度これぐらい費用効果をかけたら 20 年、30 年持

つよというような形のものに限るとか、何か縛りというか、やっぱりお金をかけたらそれだ

け持つよっていうものにしていかないと、ちょっと 50 万かけたけどやっぱここは駄目だか

ら、駄目になってしまったってことがないように、何かそういう専門家の方も入ってるって
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ことはありますか。

○企画観光課長（深澤準弥君） 今現状は、その業者さんに依存しているところがほとんどで

す。ただ、やはり業者さんもいろんな方いらっしゃいまして、大工さんなんかもいろいろ直

接お話をできる機会があるときには、その方にそういった今のいわゆるランニング的なもの

とか、後のメンテナンスについても、そういった業者さんを誠意ある業者さんをできるだけ

紹介するようにはしてますし、話ができるような環境作りにも努めております。

○５番（深澤 守君） 63 ページの２款の 13 使用料の件についてお伺いいたします。これ勉

強会のときに『光ＢＯＸ』っていう話でしたど、私、はっきり言ってこの『光ＢＯＸ』って

のはよくわからなくて、普段多分、ネット関係で使う人って今使ってない、旧来のシステム

という認識を持ったんですね。その中で、これ不用額も含めて 100 万あまり使ってるって事

は一度見直して、他のネット環境の方に投資した方がいいんじゃないかというふうに思うん

ですが、その点についてお伺いしたいのと、それから、それの関連で 77 ページの一番下の

無線ＬＡＮ、公衆無線ＬＡＮっていう工事の関連でお伺いしたいんですけど、今外で使うＬ

ＡＮというのは意外と使い勝手が悪くて、15 分ぐらいで切れたりとか、先日も依田邸の方で

オンラインやったら、町のシステムが使えなくて他から引っ張ってきたっていうようなもの

もあるんで、今やはり若い人を中心にしてスマホを外部で使う、それの接続環境ってのは大

切になっておりますので、そこのところはしっかりと計画を立てて、充実していくっていう

ことが、これからアフターコロナに向けて必要なことではないかと思いますが、その辺につ

いてお伺いいたします。

○企画観光課長（深澤準弥君） 最初のシステム使用料についてですね、こちら『光ＢＯＸ』

っていうのは、光回線を引くときに当時いわゆるスマホがまだ普及が広がる前だったんです

けども、テレビでインターネットを見れるようになるということで、普及を考えた計画だっ

たようです。

その後今、ご指摘の通りもう時代が大分変わって参りまして、スマホの普及率それもいわ

ゆる高齢者の方々への普及率もここへ来てだいぶ上がって参っているので、そういう部分で

はおっしゃる通り、見直す時期にきているということは考えております。無線ＬＡＮの関係

ですけども、先日依田邸でも話をイベントやったときに、もともとああいうビジネスという

か長時間かかるものについては、オーナーでアクセスできるっていうのがあるんですけど

も、依田邸についてはちょっと回線がなかなか思うようにいかなくてですね、テストしたと

きにやはり不安定であると。動画を送るときには、やっぱり不安定になると支障が出るの



160

で、向こうからいわゆるモバイルのＬＡＮを持ってきていただいて、向こうの事業としてや

っていただきました。それ以外のこの公衆無線ＬＡＮについてですけれども、基本的には無

料で使えるものというのはある程度時間制限を設けないと、なかなかうちのランニングコス

トが上がってしまうもんですから、そこについては今後そういった形でビジネスで使うとい

うことであれば、使用料を施設の使用料の中に含めるような形でいければいいなとは考えて

おります。

○５番（深澤 守君） 65 ページの２款の 7節地域おこし協力隊の謝礼です。これ決算のたび

に私毎回言ってるんですけど、これ今年確か６人分で 1,100 万年間だいたい 200 万円ぐらい

ですね。ほぼ給料分がちょこちょこぐらいしか支給というか、予算というか、執行がないと

いうことで、これ地域おこし協力隊の人ってこれ３年経てば、起業しなければ松崎にいない

わけですよね。やっぱり、やはり来ていただいた人にしっかりと計画を立てて、給与以外に

活動費を使っていただいて、松崎に定着していただく。松崎で仕事をしていってもらわない

と困るわけですから、やはりそこのところはしっかりと町の方もサポートなり、なんなりし

て、予算もつけてやっていただかないとこれ地域おこし協力隊の定着率っていうのは上がっ

ていかないと思うんですけど、その辺いかがでしょうか。

○企画観光課長（深澤準弥君） 今議員ご指摘の７の報償費については、おっしゃる通り報償

だけです。給料の部分になります。それ以外のその下の旅費、需用費、役務費、使用料あ

と、補助金負担金についても、こちらも協力隊の部分になりますので、毎度言っていただい

てるのが、せっかく 400 万の特交が来るんだから満額何か活用した方がいいんじゃないかと

いうことでご指摘をいただいてます。そちらについても協力隊の方にはお話をさせていただ

いて、そういったもので身に付ける技術とか研修とかそういったものをもちろん今後のこち

らでの定着、もしくは地域おこしに関わる部分については、うちの方で一応チェックはさせ

ていただきますけれども、そういった中で、申請があって、相談を受けたときには、現実的

にはほとんど出す方向で今やってます。

やはり総務省の特交の対象外の事業であったりとか、あと備品の購入ってのができません

ので、そこについては、一応使用料とかリースとかそういったものを含めて、いろいろ相談

しながら今やっているところです。できれば今議員のしゃる通り定着していって、仕事も作

っていただいてっていうのが理想ですので、昨年度については、お２人の方がそういった約

束をきちっと実現していただいて法人を作っいただいてるもんですから。法人とか起業とか

ができれば理想ですけれども、ではなくてもこちらでなんとか生活ができるような、定着の
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方法を探していければと思います。

○５番（深澤 守君） これ質問じゃないんですけど、例えばいろいろな国の制度あるもん

で、例えば、可能かどうかは別として、地域おこし協力隊で３年間研修していろいろ勉強し

て新規就農でもらうとか、そういうような国のシステムってのはいろいろあるんで、やはり

そういうところも組み合わせながら、それを提供しながら、ぜひ地域おこしを協力隊の人を

１本立ちできるようなサポートしていただきたいと思います。

これ要望です。どうぞ。

○企画観光課長（深澤準弥君） 議員のおっしゃる通りでですね、いろんな形でいろんな補助

金もございます。先ほども質問の中でありましたけど、林業隊についての協力隊について

は、雇う前にですね実はそういった森林なんとか贈与税のその関係を活用するために、就林

するっていうか就農じゃなくて就林の方で人数が町に増えると、町にも入るお金が増えると

いったこともあって募集をした経緯があります。

実際に林業については今ウッドショック。世界的なものもございますし、そういった意味

では、やはりそこも人手不足ということで、ただ林業については危険が相当伴うということ

で、ある程度の研修等が必要になってくるということですので、ちょうど３年間という研修

ということで考えると、林業が地域おこし協力隊ってのは相当マッチングができるのかなと

思っております。その出口の部分も、林業についてはちょっといろいろ相談を最初してある

もんですから。就労の方も確実に取っていただけるような保障をしています。そういったよ

うな条件が揃うのはちょっとまれですけれども、そういったことを提供できるような町とし

て協力隊の受け皿に慣れたら、一番良いかと思いますので、起業についても経産省とかいろ

んなところでいろんな事業形態の補助金がございますので、そういったところは一応ご案内

したりするようにはしてありがとうございます。ありがとうございます。

○２番（鈴木茂孝君） 今の関連のお話少し申し上げますと、最近ですね、南伊豆町の伊浜と

いうところに田村さんという外国の方だと思うんですけども、レモン栽培で地域おこし協力

隊に入られたんですが、その環境といいますのは、きちんとレモンの作る木とその補償が用

意されてまして、お宅も用意してあるのかな、そういう形で迎えるというふうな形だったん

ですね。

この前松崎町で、桜葉の方たちを３名ほど募集しましたけども、その方たちも同じような

形でやっぱりやってあれば、もしかしたらもう少し来られたのかなと。やはりそういう将来

が望めるような形このここでやれるんだというような形を作っていかないと、なかなか来ら
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れないんじゃないかなというふうに思いますので、その辺も今度は整えた上で、募集されれ

ば、補償がある、家がある、そして教えてくれる方がいるっていうふうになれば、その方も

未来が見えていくんじゃないかなと思いますので、そのようにさせてもらうしてもらえばい

いのかなというふうに思います。

それから質問ですけども、65 ページの 2 款 1 項 3 目の 18 節下から２番目の棚田保全活用

事業についてお尋ねします。これは前年度は 64 万円という形で予算がついていたんです

が、今回は 241 万円という形の決算になってるわけですが、これはやはり他で棚田の他の方

に作業をやるというような労務費みたいなの入っているのか、それが入ってるとするなら

ば、それは棚田の方の補助金で、国から来ているのかそれとも町から出しているのかそして

それは、何時頃まで続くのかということについてお尋ねします。

○企画観光課長（深澤準弥君） はいおっしゃる通りですね、いわゆる労務費を今までは保存

会だけで賄っていたところがありますが、そこについてのいわゆる新しく石火隊の再生とい

うところでやっています。今回に付いていはですね補助金の関係で、休んでる飲食店さんと

かも出ていただいたりしてますので、そういったところに含めて、支払いができるような形

でということでやっています。今後につきましてですけれども、今言ったように本当担い手

がいないということで、棚田の事業、昨日もちょっといろいろ打ち合わせ等したんですけど

も、なかなか決定的な効果が見られるものはなかなか出てきてないのが現状です。その中で

もやはりいろいろ存続に向けて考えていかなければいけないということで、いろんな形でオ

ーナーさんも今年 100 人、100 組を越えたもんですから。そういった部分も含めて、棚田の

協議会の方起ち上がってる中で、国の方の支援も受けながらやってくんですけれども、最終

的には自走していくような形を求めなければいけないので、そのために、今いくらかの投資

をいろんな形でやっているのが現状です。

○３番（小林克己君） 114 ページ、115 ページ３款１項３目 18 節農業振興費のところにちょ

っとお伺いいたします。この鳥獣害とか何かのあれで昨年はかなりの頭数を駆除されたと思

われます。しかし、農地への被害は減ることなく続いております。そこでこの駆除とか何か

に対して、広域的に例えば西伊豆町、南伊豆町、松崎町で例えば一斉に駆除されるとか、そ

のような検討があるのかお伺いしたいと思っております。

○産業建設課長（新田徳彦君） 鳥獣害被害の関係で広域的な形での一斉駆除とか、そういう

ようなご質問だと思いますけれども、今のところ一斉駆除というような形ではございませ

ん。終了日が 11 月 1 日からですか、一斉に始まりますので、その都度それぞれの市町の猟
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友会の方で対応していただいてるということでございます。なお効率したというお話ですけ

れども、これにつきましては、賀茂地域で有害時の関係の連携会議っていうのを持っており

まして年に数回ですね、開いておりまして、昨年はＩＣＴ罠の関係について協議をしたりと

かですね、本年度もまたどういった鳥獣害の被害をどうやったら守れるかっていうので、い

ろいろ話し合いの場なんかも設けておりますので、そういうところでまた議論していきたい

なと考えております。

○５番（深澤 守君） 今の小林議員の関連の質問させていただきたいんですけど、今年の調

査てか事業評価の中で載ってたのは、地域の住民の方々の意識が向上したということのみ

で、これやりましたとかあれやりましたっていう実績みたいなものは全然評価にってなかっ

たわけですね。やはりもうそのような状況ではないと思うんですね。この前も、ある人に聞

いたら、ほんとに困ってて、入ってくると「もうやりたくない」っていう人がたくさんおり

ます。他の事例で、例えば他の地域では成功している事例もありますので、やはりそこのと

ころは町民の皆さんと一緒になって進めていっていただきたい。それはやはり農業と観光の

一体推進にもなりますので、ぜひそこのところは早くやっていただきたいと思うんですがい

かがでしょうか。

○産業建設課長（新田徳彦君） 鳥獣害の被害ですけれども、本当にですね、今までは自分の

農作物を守るだけのために防護柵を設置したりとかですね。そういうような形で対応してき

たんですけれども、今鹿、猪による被害というのが多くてですね、かなり里、町中にもです

ね、出てきたりっていうような状況となっております。やはり今議員が言われたようにです

ね、本当に町民と一緒になって、『自分たちの地域は自分たちで守るんだ』っていうような

そういったやっぱり意識の醸成っていうかですね、そういったものが必要じゃないかなと考

えております。

昨年、伏倉区で本年度も引き続きやる予定でおりますけれども、地域の皆さんとですねど

うしたら自分たちの地域を守れるかっていうようなこともやっております。本年度もまたあ

の鳥獣害のアドバイザーの講師の先生を呼んでやろうかなと思ってるんですけれども、この

コロナ禍で呼べないような状況があるもんですから。引き続いてですね、講師は呼べなくて

もですね、地域の皆さんと膝を交えてですね話し合いの場を設けて、何とか地域を守ってい

けるような形にしていきたいと考えております。

○５番（深澤 守君） 町長はよく現場主義っていうふうなとこと語られております。先日、

伏倉地区の方にいろいろ何名か聞いたら、あまり今回の鳥獣害対策のモデル地区になってる
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趣旨みたいなのがよくわかってない方もいらっしゃるわけです。町長は今、いろいろ忙しい

しコロナの部分がありますから、そのなかなか進まない部分もあるんでしょうかけど、やは

り、農業と観光の一定推進っていうこともありますし、やはり直売所やるにしても農産物を

どんどん出していかなきゃいけないんで、そこのところは、町長が行って話しあってもらっ

てですね、町民の意見をまとめていただいて鳥獣害対策を進めてっていただきたいんですけ

ど、その辺町長、どのようなお考え持たれておりますか。

○町長（長嶋精一君） 非常に良いご意見でございまして、参考にしていきたいなと思ってま

す。先ほど課長の方から、あの報告があったように、伏倉区で昨年から先進事例としてやっ

てるわけですけれども、これが今議員の話だと、まだ徹底されてないということですけど

も、なかなか徹底するの難しいんですけどね。ただ区長さんも非常にやる気でございまし

て、そういうことを生かしながらね、区長と連携取りながら、まず伏倉でやって、それから

桜田等というふうにやっていきたいなと思ってます。だから、区長さんと連携取りながら、

担当課とそれから私達が全て、私は年中出れるわけじゃないでしょうけども、担当課と区長

さんとそれぞれ話し合いをしながら、具体的に進めていきたいなと思います。参考にさせて

いただきます。

○７番（藤井 要君） 63 ページの関係先ほどの光ＢＯＸの関係、勉強会等で私も聞いてちょ

っと今また質問があったから、気になったところを言いますと。確か使用してるのが、出た

のが 27 台ぐらいかな。在庫がかなり 100 台近くあるのかなということで、話の中で無用の

長物ようになってきてるんですけども、あれはあれです。これ終わりっつうか、もう多分出

ないというようになると、今在庫で抱えてるわけですけれども、その処分等はどのようにや

るのか、ちょっとそこ疑問なんですけれども。答えられる範囲でお願いしたいと思いますけ

ども。

○企画観光課長（深澤準弥君） はい、おっしゃる通りそこの処分はだいぶ考えなければいけ

ない部分になってると思います。実際に今までやってきた中で時代とともに変わっていって

る部分はございますけれども、そこの部分で、今使われてる方の調査もちょっと併せてしな

がら、どういう形でしめていくかというようなところを考えていきたいと思っております。

○議長（渡辺文彦君） 暫時休憩します。

（午前１１時５６分）

─────────────────────────────────────────
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○議長（渡辺文彦君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

56ページから125ページまでの質疑を許します。

（午後１時００分）

─────────────────────────────────────────

○６番（髙栁孝博君） 二点お願いしたいと思います。一点は広域ゴミ処理の関係でございま

す。もう一点は、農業用の・・

○議長（渡辺文彦君） ページをすいませんお願いいたします。

○６番（髙栁孝博君） 後で言います。点数だけ先に。

もう一つは、農業用の使用済みプラスチックの関係でございます。

まず、広域ゴミ処理の今検討されているわけでございますが、場所としては、下田の現在

の処理場のところに作られるということで検討されているというふうに聞いているわけでご

ざいますが、報道の中では、近隣の方がそこに作ってもらっては困るというようなことがあ

ったというふうに聞いております。そのあたりが今後どのように検討されているのかその進

展具合を一つお聞きしたいと思います。

○生活環境課長（鈴木 悟君） 広域ゴミ処理事業につきましては、１市３町、下田市、南伊

豆町、松崎町、西伊豆町で現在進めているわけですけれども、今ご質問ございました場所に

つきましては、最終的には候補地として今、既存の場所というのは上がっておりますけれど

も最終決定ではないというところでございます。っていうのはやはりいろいろ地元との話し

合いであるとかですね。今後環境アセス等も関係してきますけれども、そういった中で、最

終的に設置市町である。下田市さんの方で決まっていくというな形でございます。

○６番（髙栁孝博君） 下田市さんの方で基本的には決めていただくしかないような気もしま

すけれど、ただそれが進展しないと次いかないわけですので、候補地として、もしそこがＮ

Ｏっていうことでありますと、いろんな松崎町もいろんな面で考えていかなければならない

と思うわけです。そのあたりは今後注視していきたいと思います。これ非常に難しい問題で

どこに多分選定してもなかなか難しいということでありますので、ぜひ協議をしていく中

で、うまく決めていっていただけたらと思います。

それから、二点目の今のもう一つは 115 ページ。５款１項の３目ですかね。そこの 18 節

その中の備考のところに、農業用使用済プラスチック適正処置というのがあります。これに

ついては、どのようなものでその適正装置する対象プラスチックってのはどのようなものな

のか。また今後どういうふうに進めていくのか。今、プラスチックゴミというのが社会的に
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問題になっておりまして、買い物袋さえ有料にしようとか、そういう動きが出ているわけで

す。農業に関しても、確かに農業やっておりますと、プラスチックってのはたくさん出てき

ます。そのあたりでどういったものをその対象としてやられているのか。いかがでしょう

か。

○産業建設課長（新田徳彦君） 農業用使用済プラスチック適正処理推進事業ということで、

決算では 1 万 6,000 円の数字が出ております。こちらの対象につきましてはですね、ビニー

ルハウスですとか、そういった類のものになります。補助につきましては、農協さんに対し

て町は補助をしております。補助率といたしましては２分の１以内ということで、昨年は３

万 3,500 円ですか。あってそのうちの１万 6,000 円を町から調整をしたといういうような内

容でございます。

○６番（髙栁孝博君） そうすると、このプラスチックの処理については、農協さんの方へと

農業関係者の方が持ち込んでいただいて、そこにかかった費用について町の方で、これは何

か上限とか何か今２分の１っていうことでしたので、町の予算としてどういうふうに考えら

れてるんでしょうか。

○産業建設課長（新田徳彦君） こちらの補助率につきましてはですね、事業費丸々農協さん

の方で持つの大変だろうということで、２分の１以内であれば、半分は農協さんの方の負担

になるわけだもんですから、その割合については適正であるんじゃないかなというふうにと

らえております。

○６番（髙栁孝博君） 農業の従事者もそんなに増えていませんので、たくさん増えると思え

ないんですけれど、これは何かどれくらいあったっていうようなものは、今わからなければ

後で結構ですけど、いかがでしょうか。

○産業建設課長（新田徳彦君） ちょっと数量等については、今手持ちの資料がないものです

のでまた改めてすいません。提供させていただきます。

○５番（深澤 守君） 81 ページの２款２項の関連でコンビニエンスストア収納事務委託って

いうのですいません、関連があるので関連質問させいただきたいんですがよろしいでしょう

か。

○議長（渡辺文彦君） どうぞ。

○５番（深澤 守君） 今、国民年金等はカードの支払いになってますが、松崎町の場合だと

水道料金とそれから健康保険については、カード支払いっていうのが認められてないんです

けどこれカード化。カードで支払うようにする方向っていうのはありますか。それとも、で
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きないのかお答え願います。水道と健康保険。

○生活環境課長（鈴木 悟君） 水道料金につきましては、現在のところ例えばコンビニ納付

であるとかカード収納であるとか、そういったものは行っておりません。ここにつきまして

は、口座振替の方がほとんど８割から９割おりますので、そちらの方の方で振替手数料の方

がですね、新たな例えばコンビニ収納等をやりますと新たなお金がまたかかってきますけれ

ども、そちらの方で金額よりも口座振替でやった方が、費用的にやすいということからでご

ざいます。

○窓口税務課長（高橋和彦君） コンビニエンスストア収納事務に関連して、国民健康保険と

いうことで、私の方からお答えしますけども、国民健康保険についてはコンビニ、他の税目

と同様コンビニエンスストア収納も行っておりますし、今年度からは他の税目同様、スマホ

決済、コンビニでバーコードをスマホで読み込むと、スマホ決済ではＬＩＮＥＰａｙと、Ｐ

ａｙＰａｙの決済も始めておりまして、それは他税目と同様国民健康保険税でやっておりま

す。ただ、カード決済については、どの税目も同じですけども取り入れておりません。

○５番（深澤 守君） 今、意外と電話料金とか、国民年金とかは、カード決済で一括でやっ

てる方がいらっしゃいます。管理するのすごく楽ですので、手数料等のコストも考えなが

ら、なるべくやれる方向に検討していただければと思います。これはあの要望ですので、回

答は要りません。

○議長（渡辺文彦君） 最後に、総括質疑もございますので、農林水産業費までの質疑は、こ

の辺にとどめたいと思います。

次に歳出 124 ページの商工費から、最後の予備日までの質疑を行います。

質疑を許します。

○１番（田中道源君） 127 ページのですね、観光施設整備費っていうところに該当するのか

なと思うんですけど、今回は令和２年度のことですので載ってきてないんですが、確か３月

の議会だかで、ＡＥＤの関係の要望というか、旅館組合で設置したＡＥＤがちょっと交換が

できないので、町の方でして欲しいんだけど検討してもらえますかっていう中で、ちょっと

調べてみますというお答えだったかなと思うんですが、そちらの関係が、今どんな感じのふ

うになってるかちょっと教えていただけますか。

○企画観光課長（深澤準弥君） ３月の時にＡＥＤの使用期限が来ておりましてという話で、

議員の方からもお話がありまして、温泉旅館組合の方と直接話をさせていただきました。そ

したら、「持っていることももう負担だ」というようなことで言われまして、町の方で直営
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の管理で、町内にどっか置いていただけないかというような話でした。それよりもコロナの

関係でいろいろ事業の方は結構苦しいよというような話の中で、そんときにいろいろ事情伺

って、事業所の支援金とかあと温泉使用料の関係とか、もうその時は一応お話をさせていた

だいて、違った形の支援ということで移りました。ＡＥＤについても先日もちょっとそんな

話をしたら、やっぱりランニングコスト等も考えると、自分たちで持っているのは厳しいよ

というような意見でございました。今止まってる状況です。

○１番（田中道源君） 最後に今、止まっている状況ですということですから、現状としては

わかりましたが、調べていただいた通りだと思いますので、引き続き旅組の方々と相談して

いただきながらですね、いい方向をちょっと考えていただきたいなと思います。よろしくお

願いいたします。続いて違うところもいっちゃっても大丈夫ですか。

○議長（渡辺文彦君） はい。結構です。

○１番（田中道源君） それでは、153 ページのですね、子供安全連絡網っていうところ質問

させていただきたいと思います。ＧＩＧＡスクール構想の中で、タブレットの配布というも

のが 1人 1 台ということで、今は現状としては学校内でしか使えてないそうですけども、こ

れが家庭にも持って帰れるようになったりしますと、そのタブレットの中にある機能を使っ

て、位置情報の確認だとかがもしかしたら可能なんじゃないかなと思いまして。そうします

と、子供が今どこにいて、いつもの通学路から外れてるとかっていうのが、親としてわかる

こと、また学校で把握できてるってことは安全連絡網とはちょっと違うんですけど、安全の

面からすると、可能性としていいんじゃないかなと思うんですが、そういうの可能性っての

はいかがでしょうか。

○教育委員会事務局長（齋藤 聡君） 153 ページ９款１項４目義務教育振興費の中の 18 節に

なります。子供安全連絡網。こちらの方は学校から保護者の方に連絡するメールになりま

す。具体的には、プッシュ型で学校の方からメールを送って、それを保護者が確認するとい

うような形になるものです。ＧＩＧＡスクール構想のその端末につきましてもメール機能は

確かあったと思いました。機能的に制限今してるものですから、それを取り外せば、メール

機能を使えると思いますので、学校からの連絡につきましてもおいおいは、こちらの方に切

り替わっていくのではないかなというふうには考えております。それと位置情報の確認です

けど、アップル社の端末を使っておりますので、その中には、携帯電話スマホなんかでもｉ

Ｐｈｏｎｅを探すというような機能も付いておりますので、たしか同様な機能がついてると

思いましたので、こちらの方も確か学校側からアクセスすればできるんじゃないかなという
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ふうに思いますので、今後そちらの方の仕様も検討はできるのではないかなというふうには

考えております。

○１番（田中道源君） ぜひですね、使える機能すごく有用だと思いますので、検討してただ

きたいと思います。この安全に関してのちょっと関連質問させていただきたいと思います。

○議長（渡辺文彦君） はい。許可します。

実はよく小学生の親御さんから、「わざわざ海の方に向かって小学校行かせるのが、津波

の心配とかがすごく抵抗があります」と、「何とかならないもんですか」と言う声を聞くん

ですけど。現実的にはですね、この学校動かすって簡単な話ではないと思いますので、それ

はちょっと、そうですよねっておいそれと言えることではないんですが、現に心配であるっ

てことは、一つの課題としておそらく認識されてると思うんですけども。

その中でですね、根本的な解決にはちょっとならないんですでも、防災リュックというも

のが、西伊豆町の方でされておりまして、それは学校にですね、生徒一人一人が自分用の防

災リュック、何かあったときに 1 日分は食事であったり、着替えであったりっていうものを

屋上なり、なんか保管してるんだそうです。それを毎年毎年、入れ替えていくっていうやり

方をしてるそうなんですけども。親御さんとしても、海に行かせることの不安ってのはちょ

っと根本的には解決できませんけども、１日迎えに行かなくても、こちらがすぐ行けなくて

も、１日分は学校で立て込もることができるっていうふうに思えることは、親としても安心

なことなんだろうと思いますので、ぜひこの防災リュックの件をちょっと検討していただけ

たらなと思いますが、いかがでしょうか。

○教育委員会事務局長（齋藤 聡君） すみません。私も防災リュックの話は初めて聞きまし

たので、今後検討をしていきたいと思います。

それと昨日、補正予算可決いただきましたけど、実はあの中に小学校・中学校とも備蓄用

の食料品を購入するための費用が入っておりました。それというのは、令和４年６月に、生

徒と児童用のための食料品が今学校に保管してあります。で１日分３食分の食料、非常食は

入っておりまして、今年度それを購入するような予定で考えております。それですから、例

えば仮に災害が発生した場合でも、とりあえず１日分だけは３食、食事は確保できるような

状況にはなっております。

○１番（田中道源君） 非常食の分に関してはもうすでに手が打ってあって進んでるってこと

は、すごくいいなと思いました。この防災リュック、西伊豆の方のですね担当の方にちょっ

と詳しいことを聞いていただけたらとは思うんですが、それぞれの服も１日分はしているそ
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うでございまして、これって年々この成長もしていけば、換えていかなきゃいけないもので

ございます。それも食事もそっちは入ってるんですけど、人によってアレルギーがどうとか

いろいろある中で、自分で用意するってところの均一ではないんですけども、それぞれの事

情に合わせた、しかも名前が入ってるものですから、誰かと間違うってことのない形ででき

ている、このメリットってのが、部分があると思いますので、ちょっとそれと先ほどのもう

準備対応されてる部分と絡めながらですね、していただけたらなと思います。

もう１個良い点としましては、この防災リュックを子供らが用意する過程で、防災意識と

いうものを植えつけることにも繋がるのかなと思います。やはり役場であったり学校の方で

準備しているこれも大事なことなんですけども、当の子供らが、そういう意識を持って育っ

ていくってこともやっぱり防災の観点からすると、大事な教育かなと思いますので、非常に

なかなか良いやり方してるなと思うもんですから。ぜひご検討いただけたらと思います。以

上です。

○３番（小林克己君） 144 ページ、145 ページ今の防災的な話の関連とかなるかと思いま

す。８款１項４目 10 節これにおいてのこの消耗品ですけども、昨日補正で生理用品 600 個

購入するような予定ってことになりました。実際にこの消耗品の中にこの生理用品何個ぐら

い購入されたのか、またちょっと関連になるかもしれませんけども、小学校中学校生活貧困

で、生理用品が買えない、もしくはネグレクトという形で生理用品を手にすることができな

い。そのような方たちが多分生まれてきてるって話も聞きます。それに対して、小学校とか

中学校で、それを支給するような仕組みとか何かそういう対策とかはなされているのか。関

連でありますけども、お伺いしたいと思っております。

○総務課長（髙橋良延君） 防災の方からお答えをまずいたしますが、145 ページ災害対策費

で需要費食糧費ということで、こちらの方は食糧費ということで、アルファ米と飲料水等を

備蓄するものでありますが、生理用品につきましてはこの決算に入っておりません。今年度

の９月のこの補正予算で生理用品 600 セットということで備蓄をいたしますので、そちらを

いざ有事の災害のときには活用をしてまいります。

学校については、教育委員会の方からお答えいたします。

○教育委員会事務局長（齋藤 聡君） 学校の方におきましても、養護教諭の先生の方に申し

出ていただければ、それぞれそちらの方で用意しておりますので、必要がある場合には、直

接養護教諭の方に申し出てくれというようなことで話をしております。

○２番（鈴木茂孝君） ３点ほどお伺いします。まず 99 ページ３款３項１目の７節の報奨費



171

ですけれども、災害見舞金ですか。これは船田の方ですか。ちょっと崖が崩れたところだと

いうお話かと思ってるんですが。５万円ということで、どういう基準で例えば工事費に対し

ていくらとか一件に対していくらとかそういうような項目あるのかどうか。

○議長（渡辺文彦君） 鈴木くん、ちょっと確認ですけど、99 ページですか、今。99 ページ

はもうすでに今終わって、次のところにしませんでしたっけ。

○２番（鈴木茂孝君） すいませんそうでしたっけ。わかりました。127 ページですね。後で

やります。すいません。

129 ページです。すいません。上から２段目の工事請負費の公衆無線ＬＡＮ環境整備工事

について。これ依田邸と伺ってますが、先ほどお話がありましたように、私も先日のイベン

トちょっと参加させていただいたんですが、やはり無線ＬＡＮの方がかなり不安定という状

況ですけども、でも今その工事終わってるよっていうことですけども、この不安定というの

はどういうふうな形で今後されていくのか、お伺いしたいと思います。

○企画観光課長（深澤準弥君） 依田邸については、もともとの電波が弱いということで業者

の使う幅に耐えきれなかったということです。こちらのこれからいろいろワーケーションで

使うとかっていうケースについては、基本的には無料で使える部分は時間制限を行います。

それ以外については、オーナーのアクセス数をを取れるようにして当然使用料と合わせて取

っていくような形になりますので、ですのでそうなったときには時間制限もなく使えるよう

にはなると思います。そんときにいわゆるテレワークに支障がないようにとのことで、ＮＴ

Ｔとの交渉も今してございます。この依田邸のときはですね基本的にはもうＷｉ－Ｆｉが、

観光客が来てスポットで使えるというのを目指していた状況です。

○２番（鈴木茂孝君） では今おっしゃられるような工事というのは、いつ頃される予定とか

ありましたらお願いしたいんですけども。

○企画観光課長（深澤準弥君） 依田邸につきましては、これからいろんな形で検討していか

なきゃならない工事等々が出てきてございます。なので、その中で併せた中で総合的に順序

をおきながら、必要なところを工事していくような形になろうかと思いますので、今何時い

うのはちょっとはっきり今申し上げられませんけれども、いずれそういった整備が進んでい

く中で、きちんと使えるような体制にしていきたいと思っております。

○２番（鈴木茂孝君） ではもう１点、143 ページの８款１項２目 12 節委託料の松崎海岸陸

閘操作業務委託ですけども、私先日一般質問でお話しましたが、夏の間まつざき荘の職員の

方が１ｍほど空けてくださるということなんですが、普段は消防団にお任せしているという
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ことなんですけども、その概要についてちょっとご説明願えますか。

○総務課長（高橋良延君） 143 ページ８款１款２目委託料、松崎海岸陸閘操作業務委託です

ね。81 万 7,000 円これは、松崎海岸の陸閘の大型２機、小型８機の合計 10 機の陸閘の業務

委託ということで、消防団の方に町としては委託をしてまして、消防団の方で月１回、開閉

の操作の点検、そちらを行っております。それから年に１回これは下田土木の県の方であり

ますけれども、業者による開閉点検、不具合がないかどうかということで、点検は、それは

別途行っているというような形でございます。そのような状況です。

○２番（鈴木茂孝君） その中で松崎海岸に近いまつざき荘の目の前のところのことなんです

けども、あれは自動と電動というふうに切り替えができるようなってまして、電動であれ

ば、容易に開閉ができると思うんですが、そこは今現在動いているのか。それから多分難し

いかなと思うんですけども、役場の方で遠隔操作みたいな形ができるようなことが可能なの

かどうかお聞きします。

○総務課長（高橋良延君） まつざき荘の前のところは、おっしゃる通り自動または手動に切

り替えという形になっております。原則陸閘というのは閉鎖というのが、原則ですけども、

夏の間はまつざき荘のところは、まつざき荘の職員が開閉を行っているという形で、手動の

ような切替で行ってるということでございます。それから遠隔でということがありましたけ

ど、やはり遠隔になるとそこのところは当然、財政予算とか含めて検討が必要になると思い

ますので、あるいはあそこのところは県の設置ということもありますので、県とのいろいろ

な協議とか相談なろうかと思います。

○６番（髙栁孝博君） 129 ページ 6 款１項３目の 18 節の負担補助の関係なんですけれど、こ

の中で備考欄のところで、富士山駿河湾フェリーのことはあるわけですけど、これは県の方

運営母体が変わったということで、その分担をされてると思うんですが、松崎港にもうフェ

リーが来ないかということで、試行して港に入ってもらったようなことあります。港湾は

元々はフェリーのものではなくて、砕石とか何かのダンプカーが町の中に通るんで、それを

避けて欲しいということで、今までは港の方はどんどん走ってたんですが、新港の方に流れ

を変えたいというようなことで作られたように聞いてます。そして、あそこへフェリーを入

れたいということになりますと、なんか少し狭いと、運行が難しいというようなこともあり

まして、もう一つは、コストの問題でした。コストが果たして入ってきて、運用費を上回っ

て利益が出るかっていう問題があるわけでございます。そのあたりの検討が試験的に入った

結果どうだったのかその後、松崎来るような検討がなされているのかどうか。そのあたり一
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点お願いします。

○企画観光課長（深澤準弥君） 以前に試験的に入れたときにやはり操作ですね、旋回すると

きに、やはり狭いという意見がございました。そこでまず一つ操作が難しいというのが一点

です。

もう一つについてはやはりどこの港もそうなんですけども、浚渫の必要がやはり出てくる

というところが課題の二つ目です。

三つ目の課題としましては、主要な甲板によって、船とのアクセスの仕方の要検討になる

だろうということが当時の試験的に寄港したときの、課題事項です。

今現状ですとまだ松崎港に完全に来るということではなく、今後そういったものを速やか

に改善しながらですね、チャーター便からまず始めようじゃないかというようなことで今、

県の方からそういうお答えをいただいているところです。要望としましては下田市、南伊豆

についても、松崎港に来るんであればフェリーの活用も考えられると。ただ今の状況で土肥

まで行くんであれば、そのまま車で 135 号上がってくなり、天城の方行くなりした方が、時

間的にも便利だよというようなことでおっしゃってる方が多いということで伺ってますけれ

ども。そういった意味で未知数でございますけれども、今言ったような形で松崎に入る事が

ある程度経費的なものとか費用対効果が計上的に売り上げが載せれば、夢ではないのかなと

いうような感じではいます。

今現状では、はっきりとはいつから寄港するとかっていうのは出てございません。チャー

ター便だけを検討するという段階でございます。

○６番（髙栁孝博君） ちょっと飛躍してしまうかもしれませんけれど、港湾の利活用につい

てフェリーもそうなんですけれど、港湾の利活用検討委員会っていうのがあったと思うんで

すが、でもあそこは県が確か持ってるもので、町に管理を委託されてる部分があるように聞

いてます。そのあたりで、町の方としてはその管理をどのようにしていくか、あるいは港湾

ですので、当初私検討委員会の時に、港湾計画というのを作ったら、作られたらいかがです

かって言ったんですが、そのときは作らないというお話でした。あそこは広場もあります

し、住民のコンサートみたいなのも１回やったりしてることもありますね。そういう活用の

仕方ってのも考えていく必要があるかなと思いますけれど。そのあたりいかがでしょう。

ちょっとちょっと飛躍してるかもしれませんけれど、良かったらお答えいただきたいと思

います。

○産業建設課長（新田徳彦君） 新港湾の方の活用ということでですね、フェリーの関係につ
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きましては、先ほど企画観光課長からお話がありました。利活用についてはですね検討委員

会は最近開いてないような状況がありますけれども、昨年度は熱海港の釣りの、釣り公園で

すか。あんなのをちょっと視察したりとかですね。内部では、どういうのがいいのかなとい

うことで一応検討はしているところです。ただ、釣り公園にしてもですね、運営主体をどう

するのかとか、また様々なちょっと問題がありましてですね、今後も引き続いてその辺も検

討していこうというような状況でございます。

○６番（髙栁孝博君） 現在そこに多くの方が釣りに来て楽しんでらっしゃいます。そんなこ

ともあって、有料にして管理したらどうかっていうお話もあったわけですが、県の方にお聞

きしますと、１人管理人を置くと合わないというようなことでしたので、なかなかそれは難

しいかなと思います。今後、より良い使い方があれば検討していただいて、町のためになれ

ばと思いますのでよろしくお願いします。

○１番（田中道源君） 159 ページのですね、９款５項１目で７節成人式記念品のことについ

て質問させていただきたいと思います。今年度と言ったらいいんでしょうかね。次の成人式

が１月またあるかと思うんですけども、これを迎えるにあたってのこんな対策を考えてるよ

というものがありましたら教えていただけますか。

○教育委員会事務局長（齋藤 聡君） 成人式 159 ページ成人式の関係ですけど、今現在は、

今後、コロナが収まるであろうというなことを念願してまして、開催するつもりで今考えて

ます。ただ、今回のように緊急事態宣言がまた発せられるような場合については、やはりち

ょっと開催を検討しなければならないのかなというふうには考えております。先日も社会教

育の担当課長会議がございまして、その中でも成人式の話は出てまいりましたけど、やはり

どこの市、町でも、ちょっと成人式どうしようかというようなことで、まだ検討段階という

ようなところが多かったもので、私どももそれと同じかなというふうに考えています。

○１番（田中道源君） 今のところ開催するつもりでいると。その方向性考えていただけてい

ることは大変ありがたいなと思っておりますし、それこそそのときに、緊急事態宣言であっ

たりとか、これは読めないことでございますけども、なるたけ開催できるようないろんな手

段をちょっと対応していただいて、なるだけ外に出ている子供たちがこの日に集まってです

ね、やっぱり僕らは松崎の子だよねっていうのを実感できるような機会をぜひ、何とか設け

ていただけたらなと思います。

と申しますのは、このお盆の時期にですね、この盆と正月ってのはそういう外に出てる子

たちが帰ってくるいい機会なのかなと思うんですけども、ちょうど、このお盆の時期にです
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ね、当町ではちょっとコロナの関係で、いろいろございまして、いろんなご回答があるかと

は思いますけども、ややもすると帰って来れなくなりずらく、帰ってきにくくなるような事

態に陥りかねないような事がございました。これは悪意を持ってやってたことではないと思

いますし、あの混乱の中で、それぞれが一生懸命やる中でのことだったと思いますけども、

結果としてですね、せっかくこの故郷と思っていてくれてる、外に出てる子たちがそのまま

引き続きですね、やっぱり俺たちは、私たちは、松崎の出身だよねって誇りに思って、懐か

しんでいただけるような、そういう機会というのは、なるたけ残せるように、努力していた

だきたいなと思っております。

シトラスリボンに表されてるようにですね、誹謗中傷なかなかしないようにしましょうっ

て言っても、現にあるのが現状でございますので、安心安全な部分も考えなきゃいけない

し、そういう誹謗中傷のところも考えなきゃいけないし、また、未来の子供たちのことも考

えなきゃいけない。非常に答えが難しい問題ではございますけども、大変だけども諦めずに

ですね、ぜひ対応を引き続きお願いしたいと思います。

もう１個これ関連してちょっとお願いしたいんです。いいんですか。今ちょっと成人の

方々のお話させていただきましたけども、実はもっと小さい小学校、中学校の子供らも、こ

のコロナ禍におきまして振り回されている現実がございます。よく私が言われたのが、「お

父さんは会議だとかいろいろ外出ることができるけども、子供らは部活ができなかったり、

結構子供の方が我慢する機会って多いよ」っていうのを言われました。学校としても、やは

り安全という面とか考えると、やらせたくてもやれないとかっていういろんな判断の事があ

るかと思うんですけども、非常に難しい判断だからこそですね、子供らのその機会をなるた

け生かせるような方向で今後とも最善尽くして、今までもね、最善尽くしてると思うんです

けども、尽くしていただきたいと思いますし、そのときの後建てとなるのが、やはり当町と

しての方向性を示すってことが大事なんじゃないかなと思います。そうしますと、最終的に

やはり町長が我が町では、安心安全の方を最優先するから、ちょっとここは勘弁してくれっ

て言うのか、そうではあるんだけどもここに関してはリスクは承知であるけどもやるとかっ

ていう町としての方針を、その都度その都度、指し示していただけると、現場で働くです

ね、職員の方々も動きやすいと思いますし、学校であったり、教育関係にしたって方針が示

しやすいと思いますので、ぜひ答えは一つじゃないと思いますし非常に難しいとは思います

けども、我が町ではこうする、こうでいきますっていう、それこそトップの方針を都度都

度、表明していただけたらありがたいなと思うんですけど町長いかがでしょうか。
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○町長（長嶋精一君） 都度都度表明しているつもりでございますけれども、一番は安心安全

です。その中で、そのときの状況に応じて、ここまでやろうというようなことが起こりうる

と思います。以上です。

○５番（深澤 守君） 129 ページの 6 款の 14 節工事請負費の案内表示撤去工事という項目は

あるんですけど、関連質問させていただきたいんですが。私の近所にも、案内板がありま

す。中瀬邸のところにも案内板があります。よく見ると実態と合ってない。観光客が見て、

結構呆然と見てる方もいらっしゃいます。やはり、観光地なので、不慣れな方がいらっしゃ

る。撤去するにしても、ちゃんと撤去していただいて、例えば今ですと、ＱＲコードつけた

りとか、そういうような新しい形態の案内方法ってのはあると思うんで、その辺を進めてい

ただきたいと思いますが、いかがでしょうか。

○企画観光課長（深澤準弥君） ありがとうございます。その近所の看板より近いところに、

住んでますので、自分も前々から気になっておりまして、ただそこについてはその所有者

が、あれ商店通り会となんか当時の観光関係と、共同で何か設置したというようなことで、

今それが実態がない状況になっております。そこついては今後やっぱり今のようなご指摘の

中で撤去するのか、直すのかってことを検討していく必要はあると思います。

もう一つ中瀬邸の横のなまこ壁のちょっと大きめの看板だと思います。そちらについて

は、実は今静岡大学のフィールドワークの方で観光と防災っていう部分と、商工会の振興っ

ていう二つのグループがありまして、その二つのグループの中でもちょっと検討してるんで

すけども観光と防災の方の中で、あの看板の避難＆観光看板をあそこにできないかというよ

うな、今状況になっておりまして、そこは今これから検討するというような形です。今ご指

摘あった通り、その二つだけではなくですね、あちこちの看板が今ちょうど過渡期で壊れ始

めていたり、見えにくくなっていたりしていて、そういったところを予算の範囲の中ででき

る限り直していくような状況で今考えておりますので、またいろいろとそういったお気づき

の点ございましたら、お声掛けいただければ随時直していければと思っております。やはり

観光客、案内を見れるっていうのもアナログ的に楽しめる一つだという方もいらっしゃった

ので、必要だなと思っております。

○５番（深澤 守君） 同じページの４項の 12 番委託費グリーンツーリズム、この件なんで

すが、私が議員のときからずっと言っておりまして、果たしてこれだけの金額を出してるわ

りに費用対効果が得られるのかということをずっと言っております。ただ回答の中で一生懸

命やっておるから問題ないとか、そういう話なんですけど、私これ実態が合わないんじゃな
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いかと思うんですよ。やり方で。振興公社の人が１人、２人行って果たして松崎の漁業、農

業、林業、その他のものが把握できるか。観光業まで一体となって把握できるかって言った

ら、多分できないんだと。よっぽどスーパーマンか、何千万もやって給料くれればやるかも

しれないですけど、こういう言い方おかしいですけど、振興公社の業務をやりながら、果た

してこのグリーンツーリズムの難しい事業をやりきれるかっつったら、僕はやりきれないと

思います。逆に民間は、例えば車作るにしても今まではデザインの人間しか車を作ることに

関与しない、製造部がしか関与しないっていうものではなく、今はその部とか課をとっぱら

ってマーケティングだとか、女性の意見を聞くだとか、製造いろいろな分野を含めて一つの

チームを作って、そこを拠点にして新商品を作るようなやり方ってのは民間でどんどんやっ

てますよね。もしあれでしたら役場の方もですね、これからすごく重要な案件になってくる

と思いますグリーンツーリズムというのは。であるならば、商工観光だけではなくて、逆に

言うと、産業建設課でも入っていただく、観光も入っていただく、もしあれでしたら教育委

員会の方もチームに出していただいて、オール松崎役場でグリーンツーリズムの推進をして

いく組織作りというもの、組織を作って、グリーンツーリズムの推進事業をやってった方

が、効率よくできるんではないかと思いますが、いかがでしょうか。

○企画観光課長（深澤準弥君） まさにグリーンツーリズム、いろんな形で関わりが必要なと

ころでございます。こちらにつきましては、去年から、振興公社で一時期観光協会に委託し

た経緯もございます。ただ、その間もですねグリーンツーリズム推進協議会という一応団体

がありまして、そちらの方でいろんな関係者が関わって推進をしていくという形にはなって

おります。ただ、ここ２年ぐらいはやはりコロナの影響で実際に全然進んでない状況です。

というか、逆にちょっと何もできてないような感じになってます。その中でもそのメンバー

の中に西伊豆町の自然学校の方とか、新たに入れさせていただいてですね、新しい形の視点

とかを見るような形で、やはりこのエリアを越えた中での誘客というのを検討するという形

にはなっております。今年、今年度についても一応振興公社ということで、棚田を中心にい

ろんなことを考えれないかとかということで、そっちは棚田が協議会できたもんですから。

そちらの連携を取るというようなことで動いているということは、報告を受けております。

○５番（深澤 守君） 151 ページの９款の委託費の園バス運行業務委託についてお伺いいた

します。私の家の前を園児さんの送迎する方が、結構歩いていらっしゃるんですけど、園児

さんを持つ親御さんって、年が重なってくると例えば乳飲み子さんだとが、もっと園児さん

より小っちゃい子ですと、園児さんをここへ連れてくるまでにですね、園児さんを手を引い
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てお母さんが抱っこするなり乳母車でなんなり大変なんですね。特に子供が多い人となると

もっと大変なってくると思います。現状は、役場の前でしか乗り降りできないですよね。子

育て支援で、本当に小さい子を抱えるお子様の、少しでも負担を軽減できるんであれば、や

はりいろいろ問題はあるし、時間的な制約もあると思うんですけど、今よりももっと広域な

止めていただけるところを検討していただければ、朝の忙しい時間に 20 分かかるところ、

10 分でも済むような・・乗り降りするのにですね。そういうような少しでも親御さんの負担

を軽く軽減できるようなことを考えていただければと思うんですが、いかがでしょうか。

○教育委員会事務局長（齋藤 聡君） 151 ページ委託料園バスの関係です。実はこれも以前

お話をちょっと受けたときがございまして、そのときに前任者に確認をしたところ、やはり

今議員おっしゃられた通り時間的な問題ですとか、あと保護者が子供を連れてくるための駐

車場のスペースですとか、なんか幼稚園の方で、ＰＴＡが集まってその辺りをちょっと話を

したというような話を聞いております。その結果、松崎については、今役場の前がいいとい

うなことでＰＴＡの方からそういう申し出があったとこういうようなことを聞いておりま

す。また保護者の方から要望があれば、今申し上げた通りその様々な条件が出てきますの

で、そこら辺のことを考慮してまた場所の方を決めてもいいのかなとは思いますが、基本的

には現状のままで行くのが幼稚園の方の保護者の方の回答というようなことんですから、一

番いいのかなというふうに思っております。

○教育長（佐藤 みつほ君） すいませんありがとうございます。園バスの関係については数

年前からずっとお話いただいております。今お話がありましたように、ＰＴＡの役員の

方々、それから保護者の方々にある程度アンケート配ってお願いしたりしたときに、国民宿

舎のところの場所どうかとか、端山さん行ったところどうかっていう具体的にそういうこと

がありましたけれども、結果的には数人しかいなかったりするもんで、結局どっちかだねっ

ていう話になって、だけどもう１カ所役場と回ってこうしようかなんていう具体的に例もあ

ったんですけど、結局数人しかいなかったり、そこのところの関係、数人も時々休んだりす

るといなくなったりとかってそういうこともあるから、「結果的にはやっぱり役場かな」み

たいな形で今進んでいますけど、またもう１回話を、子供も変わりますので、場所も変わり

ますので、検討事項にしていきたいと思います。よろしくお願いします。

○２番（鈴木茂孝君） 151 ページの９款１項４目ですか。下から４行目の国際理解教育振興

事業委託ですけども、これＡＬＴのことかと思うんですけども、前に聖和保育園さんとか、

松崎幼稚園さんにもなんて話も今年度から聖和保育園でしたか。ありましたけども、今の状
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況についてちょっとお聞かせ願えますか。

○教育委員会事務局長（齋藤 聡君） 151 ページ義務教育振興費の方の委託料の関係国際理

解教育推進業務委託、これ議員がおっしゃられた通りＡＬＴの関係になります。令和２年度

につきましては、小学校中学校それぞれ幼稚園の方にも行っております。で、２年度の中で

保育園の方にお願いしたいというようなことがございましたので、確か今年度から聖和保育

園さんの方にもＡＬＴが１名、ちょっと私共の方で週何日というような話と聞いておりませ

んが、行ってるというようなことで聞いております。

○２番（鈴木茂孝君） 聖和育園どれぐらい、私もちょっとわかりませんけども、週に１回行

ってるかどうか。どうなんでしょうという形なんですが、１名の方だと思うんですが、やは

り１名の方で幼稚園と保育園と小学校、中学校行くっていうのはなかなか難しいもので、私

もちょっと小学校、中学校の方の方にちょっと話を聞いたときに、ちょっとスケジュールが

合ってなくて、例えば午後にＡＬＴさんの方が空いてる日に中学校に派遣する場合に、中学

校では午前中に英語の授業があったりして、午後はないというような形があったりして少し

ずれていて、ＡＬＴの方をフルに活かしきれてない状況がちょっとあるんじゃないかななん

て思いまして。その辺をもし教育委員会さんの方で調べていただいて、やっていただければ

なと思いますし、やはり、幼稚園の子供、保育園の子供、やっぱり小っちゃい頃にはやっぱ

り、肌の色が違うといいますか、そういう方と触れあって、何の違和感もなく触れ合える時

期だと思うんですけども、そのときになるべく多くの回数を触れ合う機会を与えてあげたい

なと。月１回ではなくて週に 1 回ではなくて週に２回とか来ていただければ、特に何をする

わけでもなく、一緒にいるだけでも、そういう偏見というか、それは取れてくると思うの

で、なるべくその辺はＡＬＴさんも準備は大変と思いますけども、準備とかではなくてただ

いるだけでも一緒に歌聞くでもいいよっていうことで、なるべく触れ合うを機会を作ってい

ただければなというふうに思います。

それからちょっとこれ別ですけども、先ほど田中議員のお話でコロナの関係がありました

けども、ちょっとお話さしてもらってもよろしいでしょうか。

一応、私も大学生の娘がいまして、他所へ出ています。その中でこちらへ帰ってくる帰っ

てこないという話があったり、友達は帰ってきてますよみたいな話があるんですけども、そ

の中で、やはり町として例えばＰＣＲをやった上で帰ってきてくださいですとか、そのまま

帰ってこないでそのままいてねっていうようなやはり明確な発信があると、父兄の方も帰っ

てこさせやすいというか、ＰＣＲやってこないで帰ってきて、例えば、コロナに罹ってるの
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に来てしまったってなるとやはりかなり難しいというか、非常に厳しい批判を浴びてしまう

んですけども、町の方では、町の方でＰＣＲやって帰ってきてねってことで、ＰＣＲやって

きたんだけどもその検査がちょっと不確実でなってしまったとなれば、これは致し方ないね

という形になるんじゃないかと。状況にもよりますけども、と思うんですね。やはり先ほど

田中議員言われたように、町へ帰ってきてこの町の風景を見てほっとするねとか、友達だっ

てやっぱ松崎っていいとこだよねっていうところをやはり感じていかないと、松崎に対する

思いがどんどんどんどん薄れてしまう。都会にいて楽しいところというか、商業施設とか行

ってるとそっちでいいやと。この松崎に帰ってきて、山や川や海を見て「やっぱりいいとこ

だよね」という機会をなるべく多く取ってもらいたい。その辺で町長にはこれから 12 月の

年末年始を迎えて松崎町に安心して帰ってこられるようにＰＣＲ検査をして、帰ってきて欲

しいというようなメッセージを出していただければ、父兄の方も、「どうしよう、帰ってこ

させたいんだけども、帰ってこいとは言えない」というようなことがなしに、帰ってこれる

ようになるんじゃないかと思いますので、その辺町長どうお考えでしょうか。

○町長（長嶋精一君） 今鈴木委員がお話されたことと、私どもも、松崎で生まれて、故郷で

すから、全く同じ考えでございます。従って、やっぱり、そうは言っても安心安全が一番

で、そのときの先ほど言いましたけれども、状況に応じていろんな施策をするんですけれど

も、鈴木委員が今話をされたＰＣＲ検査をやってということも大きな一つの選択肢になる

と、このように思います。

だから、今ここでこうするああするじゃなくてですね、まだちょっと日がありますから、

いろいろ考えてですね、来ていただくというようなことは、なるべくどうしたら来ていただ

くかということを考えていきたいとこのように思います。

○議長（渡辺文彦君） 暫時休憩します。

（午後１時５８分）

─────────────────────────────────────────

○議長（渡辺文彦君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

（午後２時１０分）

─────────────────────────────────────────

○議長（渡辺文彦君） 先ほどの髙栁議員からの質問に対して産業建設課長の方からの説明が
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ありますので先に許可します。

○産業建設課長（新田徳彦君） 先ほど６番高柳議員から農業用使用済プラスチック適正処理

の関係のご質問ございました。数量どれくらいかというようなご質問だったんですけれど

も。一応内容を調べたところですね、廃棄ビニールですね。こちらが 299ｋｇ。それからあ

と農薬なんかの空き容器ですね。そういったものも回収しているということで、それが 17ｋ

ｇということで、合わせて 316ｋｇのプラスチックをですね回収しているという状況でござ

います。以上でございます。

○議長（渡辺文彦君） 引き続き、56 ページから 125 ページまでの質疑を続けます。

すいません申し訳ないです。間違えました。３番目の 124 ページから最後までの質疑を続

けます。

○５番（深澤 守君） 132 ページの商工費でいいですよね。工事請負費の事について、これ

お伺いしたいんですけど。昨年の春頃からの話、令和元年度のときからお話したいと思うん

ですけど、これ令和元年度に 5,500 万円ぐらいで入札して工事を始めたということけど、２

回目にですね。その前に１回目入札したときは、もっとかけ離れた数字で、不調に終わって

２回目に修正なり何なりをかけて 5,500 万の建設をしわけですよね。それを建設をして、作

ったらいきなりあれが駄目これが駄目ということで増えたと。ここからしても、事業計画、

資金計画めちゃめちゃだな。理解が得られないなという事だったんですね。それでまた完成

したかなあと思いましたら、間際になってボイラーが駄目だ、あそこが駄目だ、新規で温泉

の温度管理をしたいだということがありまして、結局全部で 7,500 万ぐらい使ってるんです

か。最初に計画した最初に見た入札の金額よりもこれ増えてるんですよね。最初の計画いく

ら改修がだからっつって、最初の予算で 5,500 万円。町長は最初 5,500 万で予算組んでたん

ですよね。それが追加、追加で 7,500 万ってこれ信じられます。なんか、その点について計

画等の予算の使い方について、町長反省あります。これ本当に事業の進め方と予算の取り方

不備があったとしか思えませんが、町長いかがですかこれ。これ町長の肝いりで始めたん

で、町長ご回答いただけますか。「修繕だからこのぐらいの金がかかりました」っていうこ

とではないと思うんですけど、いかがでしょうか。

○町長（長嶋精一君） 当初の費用について１回で入札できなくて、それから２回目でやっと

落ちたというような経過がございます。そこらの経緯等については、当時の担当課長の方

で、総務課長の方で詳細は話をしてもらいたいと思います。

○総務課長（高橋良延君） 依田邸の関係でございますけれども、当時の整備改修に当たりま
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しては、あの使えるところは使おうというような形で要は設計業者含めて協議しながら、設

計を作り上げたところでございます。要するに使えるものは使おうということで、ただそう

いう中で、そのボイラーの関係等ですね、そういったところとかやはり不具合、そういった

ものが出てきまして、使えるものは使うという考えであっても、その当時やはり新しくする

ものは新しくするという考え、それもやはり一方であったかなというようなことでは思って

おります。なもんですから結果的にやはりそういう不具合が出たということは、当初の設計

の考え方といいますかね、そういったところに少し甘さがあったかなということで反省いた

しております。

○議長（渡辺文彦君） 他に質疑ございませんか。なければここまでを１回終わりまして、総

括行きましょうか。いかがですか。よろしいですか。

それでは４番目の総括の方で、全体にわたって質疑を受けたいと思います。質疑を受け付

けます。

○７番（藤井 要君） 深澤議員から予定の関係で質問がありましたので、これあれですよね

先ほど言った 5,500 万ぐらいの予算からそのときにですね、よく休憩所の問題もこれ出まし

たよね。そして休憩所が５時だああだこうだで閉めるだとか、４時で閉めるだとか、そし

て、大沢の方々もいろいろご心配なさってくれて、休憩所ということで、そしたら、絹屋の

方を修理したりとか、今活用してると思うんですけども。その当時ちょっと聞きましたら、

5,500 万円そして、確か 7,000 万円で入札が入ったと思うんですけれども、これ確かめたっ

ていうか、そんなに確かめたわけではありませんけども 70 分、30 ですか 70 ですか、なんか

補助金、交付金出ますよね。最初っから 7,000 万で、やってこればその差額なんかも助かっ

たものなあとかっていう噂もちょっと聞いたんですよ。ですからその当時ですね、今の総務

課長あたりがこれは、これは議会の方に、通らないだろうというような心配をしたというこ

とも聞いております。ですからやっぱり議会の方とのコミュニケーションも、憶測もそし

て、議会の話をですね聞かないで、町長の菅さんと同じ系列でございますので、日本人であ

ります。私もそうですけれども、外圧アメリカのような外の意見を聞かないということが、

これ１番の原因かなと。絹屋の問題で先ほど言いましたけれども、頑として受け入れなかっ

たものが、どんどんどんどん最終的には、近年は直してっていうことになったと思うんです

けども、ちょっとその点をもう一度ですね、反省を込めまして、説明をお願いしたいと思い

ますけれども。

○町長（長嶋精一君） 管総理と私とまたアメリカとどういう問題があるかちょっとわかりま
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せんけれども、私はその辺、頑固じゃありませんのでね。絹屋の件は、確か大沢の雄志。非

常に活躍されて自らね、やっていただいた方等からのご助言もございまして、やっぱ休憩所

なきゃだめだというようなことでもって、進めたわけでございまして。柔軟にですね、いい

なと思うことは、柔軟に聞いて実行してるつもりでございます。

よろしいですか。あともし、課長があったら言ってください。

○７番（藤井 要君） 入湯税の関係もそうですけれども、外圧と言いましてあれですけれど

も、あの絹屋の関係でもですね、最初からああいうのを作った方がいいよと。ある程度設計

の中にはそういうのもあったのかもしれませんけれども。私なんかもですね、あそこはバイ

クできたりとか、いろいろそういう今キャンプやる人とかいろいろ来ますのでね。仮に休憩

するところ、寝るところですから、あの料金もですね、例えば１時間借りのワンルームいく

らとかそういう話もしたんですよね。そして今の関係でもあそこ例えば下に４㎡ぐらい今あ

るんですかね。そして、そういうとこになると例えばフリーのお客さんが来ても女性陣がい

るところだと、入りにくいとかいろいろあるんですよね。そこに入れないとか。ですから、

レンタルですけども、例えば１時間 1,000 円でとかそういうような差をつけるのも、手かな

なんていろいろ考えて進言をしたけれども、頑として受け入れなかったというようなことも

あるんですよね。先ほど言ったように外圧。大沢の人とか外部の人たちが言うと、はいコロ

りっと・・議員の意見は聞かないけれども、そういう意見は聞くという町長の方針ちょっと

そこ不満もありましたけれどもね。そういう点今後のですね、いろいろな運営についてもで

すねやっぱり議員の意見も聞いてもらって、そして、町民の意見も聞いてもらって、やるよ

うにお願いしたいと思います。その点、大丈夫ですね町長。

○町長（長嶋精一君） 藤井議員のおっしゃる通りです。そういうふうな方針でやってまいり

たいなというふうに思います。ありがとうございます。

○５番（深澤 守君） ページ数とかいうことではなく、総括ですのでお伺いしたいんです

が。決算書の中に、岩科学校だとか長八美術館だかの運営費が、盛り込まれております。そ

れは基本的に振興公社の関連予算です。

今回この中には、まつざき荘の予算は入っておりませんけど、まつざき荘も新興公社の委

託業務をとして指定管理を出しております。コロナの関係で、新しい生活と言われる価値観

念が変わってきた中で、振興公社のあり方について、もう一度、見直すべきときが来たんで

はないかと思いますが、その今から見直すお考えって町長ございますか。お答えください。

○町長（長嶋精一君） 今から見直すということも当然考えておりますけれども、全く第三者
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の民間企業にやっていただくだとか、そういう選択肢もあるわけですが、まず、振興公社で

もって、できることをやっていきたいと。またここは振興公社でなくてもいいだろうという

ような形もありますしね。例えば無人店舗じゃないですけれども、そういうことも考えられ

ますし、いろんな形でもってですね、振興公社じゃなけりゃいけないという固い考えではな

くて、多面的な考えでやっていきたいなと。

そういう場合は、また、議員の方々のアドバイス等も受け入れてやってまいりたいなとこ

のように考えております。

○５番（深澤 守君） 防災についてお伺いします。本来ですと決算の話で、使い道等をチェ

ックするんですが、決算の目的はその決算に応じて精査して新しい新年度の予算を組むって

いう目的もありますので関連質問でさせていただきたいんですが。

今年の８月熱海盛土、あれだけの大きい被害が発生しました。少し今までと違う想定の中

での災害だったと思います。その中で町長は公約の中で区長さんだとか消防、その他のたち

と月に１回危険箇所等を巡回して、安心安全な町づくりをしたいという事を公約に掲げてお

ります。今まででしたらこの中の、予算の中にはそういうような事業が含まれておりません

が、今後そういう危険箇所を発見するだとか、そういうようなために予算措置をするをお考

えてございますか。

○総務課長（高橋良延君） これはですね、防災の今地区の巡回、予防防災ですね。その関係

でありましたけれども、これは特に予算には載せてございませんが、職員、あと区長さん、

それから町長、毎回ではないですけれどもその都度地区の巡回の方、こちらの方、区長さん

立会いのもとやっております。そういったところで、いろいろなこの防災だけに限らず、地

区で交通安全も含めてそういったところで困ってるところ不具合なところ、そういったとこ

ろを点検をしております。

○町長（長嶋精一君） 今総務課長が言った通りでございます。

○２番（鈴木茂孝君） 今の話の関連ですけども、先日ですね、八木山の田口武常さんの方の

お宅の横ですね。そこのところの側溝が、かなり上に竹がありまして、そのまま流れてくる

と泥が詰まって、バーッと水が出ちゃうと。５年前にもかなり県道の方まで土砂が出たとい

うことがございました。

今のお話で、そういうようなところを順番に予算が余ったらやっていくというようなリス

トみたいのを作って、優先順位でやっていくということはありなのかなと。例えばこの 147

ページの８款１項４目ですか。14 節工事請負費で 602 万余ってございます。例えばこのよう
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なお金が生じたら直ちにというか、そちらの方へ回して工事をするというような形の仕組み

を作れたらいいのになと思うんですが、その辺はいかがでしょうか。

○産業建設課長（新田徳彦君） 土砂災害の話、先日も八木山でかなり水が出たということで

ございます。もとを辿りますと上の上流の沢なところの、竹がかなりですね朽ちてしまって

それが詰まって、それが原因で土砂排水路を詰まらして土砂が流れたっていう経過がありま

す。

そういった土砂災害に絡むものにつきましては、治山工事なんかを考えてですね、県と連

携をとりながら対応していきたいなと思っております。ですから、もしそういった災害的な

ものが、緊急的にやらなければならない場合には、我々の方『応急対策業務』というのがあ

って、すぐに業者に手配をしてやってもらうっていうことをやっておりますので、そのよう

な形で今後も対応してまいりたいと考えております。

○２番（鈴木茂孝君） あそこの工事の工事現場の場合は、配水管がやはりもうドラム缶で最

後・・・なんかすごくちっちゃいドラム缶、ヒューム管みたいなやつで、すごく最後はちっ

ちゃくなってまして、あれじゃ必ず詰まっちゃうよという形になってるので、もう原因はほ

ぼわかっているということはあるので、なるべく早くそんなもの撤去してもらいたいなとい

うか工事してもらいたいなというふうに思います。

それから先ほどの質問で 99 ページのこれは３款３項１目７節ですか。災害見舞金ですけ

ども、この５万円という金額はなんか先ほどちょっと他の議員に伺ったら、だいたい決まっ

ているような形で５万円が支給されたということですけども、なにかその決まりというのは

どんなものかは教えていただけますか。

○健康福祉課長（糸川成人君） 99 ページ３款３項１目の災害救助費でございます。こちらの

方の５万円の支給につきましては、昨年の７月の大雨のときに明伏で裏山が崩落したという

ことでその崩落した土砂がですね、家屋住宅の中に入ったということで、半壊ということ

で、５万円の支給がされております。議員の言う通りですね、こちらの方の見舞金の支給規

定というのがございまして、こちらの方に基づいて支払われることで、防災の方で罹災証明

の方を出していただいて、こちらの方で認められた場合に、半壊とか、すいません、全壊、

全焼とか、火事の場合の全焼とか全壊の場合には 10 万円。半焼とか半壊の場合には５万

円。一部焼失とか一部損壊というときには床上浸水。こちらの方についても３万円というよ

うなそういう規定がございまして、こちらの方に基づいて支給されたということです。

○２番（鈴木茂孝君） すごくが崖があったりとかする状態のすぐ上に崖があったりとか、土
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砂崩れが起きやすいところに家が建ってるところ多い松崎町で、やはりこの金額というの

は、あまりにもちょっと少ないんじゃないかと。一方で先ほどの空き家のリフォームには 50

万円が出て町民として住んでる方が、半壊なり全壊した場合には５万円ぐらい、もしくは 10

万円くらいしか出ないというのは、ちょっと金額的にどうなのかなと思うんですけども、そ

の辺をちょっともうちょっと考えて、改定するというようなお考えはあるでしょうか。

○健康福祉課長（糸川成人君） こちらにつきましては、あくまで見舞金ということで考えて

おりますので、今のところはその部分については検討しておりませんけども、今後必要であ

ればですね、検討していければなと思っております。

○６番（髙栁孝博君） 全体のことでお聞きしたいと思いますけれど、昨今のコロナ禍という

ことで、世の中の仕事のやり方も変わってきました。町の方も、庁舎内のＬＡＮの整備であ

るとか、そういったことを進めてたように聞いてます。防災計画の中に感染症対策というの

があるということで、改めてやらなくてもいいよっていうようなお話だったと思いますけ

ど。やはり、起きたときどうするかっていうのはもうＢＣＰの中に盛り込んでしまって、ど

ういうふうにしていくか。方向としては電子機器を使って情報系統がうまくいくことがそう

いったあるいは分散させるためにＬＡＮをうまく使うとか、そういう方向性は正しいと思う

んですが、その辺りはどのくらい進んでるかってことが一点目です。

学校の方もですね今、盛んに言われてるのが、登校自体が午前、午後に分けるとか、シェ

アリングの使い方とか、あるいはリモートの授業とかいうのを今いろいろ出てるようです。

幸い松崎の方はそんなに感染者が増えてるわけではありませんので、逼迫してるとは思いま

せんけれど、いつ来るかわからない今の状態でいくと。わからないという状態ですので、そ

のあたりもし事前にですね、やはりそういう起きた場合に、授業をどうしていくかというの

を今先行でやられてる方もいろいろ課題とか問題出てるようです。その辺りを吸い上げてい

ただいて、そういったものができていくといいなと思います。その辺りの考え方でしょう

か。

○企画観光課長（深澤準弥君） ＤＸの関係だと思います。デジタル庁がこの９月から発足し

まして、いろんな形で全国の役場自治体にもその波がきているところでございます。町とし

てもＤＸのプロジェクトチームという形で総務課と企画と２枚看板でやっていこうかという

話にはなっていますが、今現状ですと、国の方のＤＸの推進の中では、まずその基幹系の統

一を全国一律で業者が違ってもそれを流そうというようなところが動き出してるところで

す。具体的に降りてきてるのは、ハンコの関係とかですね、あと書類の押印がいらなくなる
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とか、あとは先ほどもお話がありましたけども、発行するのに当たってさっきのマイナンバ

ーカードの活用とかっていうのを相対的にいろんな形で含めながらやっていく必要が一つあ

ると。

あとは自社のＤＸの中で一番言われるのは、やはり業務の効率化だと思います。そちらに

ついてはまず実際に今現状がどうなってるかっていうことと、あとは職員の全体的な・・ど

っかがやるってことではないので、今回のＤＸについては、全ての課の職員が自分たちのと

ころで責任を持ってデジタル化に向けて動くということが必要なので、その辺はいろいろ研

修等これからやっていく必要があるかなというようなところでございます。

○教育委員会事務局長（齋藤 聡君） まず学校の分散登校の関係ですが、昨年度は、緊急事

態宣言が解除になった５月頃に地区ごとの分散登校というような形で対応させていただきま

した。幸いにも学校の方は児童数が少なくなったこともあり、空き教室がかなりあるもので

すから、そちらの方を利用してクラスを二つに分けて、テレビを使った授業なんかを行って

いるというような状況でした。それとリモートの授業の関係ですが、やはりいつ来るかわか

りませんので、先日も学校中学校、小学校教育委員会で ZOOM、やはり ZOOM が一番いいなと

いうようなことで話をしておりまして、その訓練ですとかをやったりしております。

それと授業の関係につきましても、他の市町で導入しているアプリケーションソフトなん

かも今後入れて授業ができればなというようなことを今検討しております。それにつきまし

ては、有償になるものですから、予算措置が必要なりまして、また議会の皆様にもご審議を

願うわけですけど、できるだけ子供たちが何かあった場合には、自宅でも今と同じような形

で学習の学びの時間を与えるというような形で授業を実施できればなというふうに思ってお

ります。

○６番（髙栁孝博君） ZOOM も検討されてるということですので、やると思えば端末が配られ

てますので、できないことはないなと思うんですけど、なかなか、やはり学校行った方が楽

しいという方がいらっしゃいまして、学校の一つの機能としてコミュニケーションが取れ

る、そして家の自分の家庭内にいる大人以外に親以外に先生とか大人に会う機会があるとい

うかそこ学校としてメリットがあるということでしたので、そのあたりの兼ね合いを考えな

がら、ぜひ戸惑いなく進むように検討をお願いしたいと思います。

それから、ＤＸの方ですけれど、なかなかこれからいろんなものが出てくると思うんです

けれど、要は中で使う資料とかなんかも共通で多分使えるようになってくるんじゃないかと

思います。そうすると、窓口が一つのところに行くと、全ての過程それが関連の課のところ
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の資料は全部やりとりできるというようなことをやがってなっていくんではないかと。セキ

ュリティがもちろんありますので、一度は行かないと思いますけれど、あの時前にそういう

検討もデジタル庁ができましたから、指針は多分出てくる、ガイドラインってのが出てくる

と思いますけれど、今もしこの中で誰かが町内の方が罹ってしまったっていうことになる

と、そこもどっちかっていうと隔離して各課がわかれるとか、そういうようなことも考えて

いる。考えれるんではないかと思います。またその辺り今すぐではなくてもですね、事前に

考えておくと来たときに、ＢＣＰみたいな立ち上げみたいのをどれぐらい立ち上げるかって

のが、早く検討しておくに越したことはないと思いますので、ぜひお願いしたいと思いま

す。

○教育長（佐藤 みつほ君） 局長さんがお話してくださいましたけれども、防災ですかコロ

ナ対策については、例えば先ほど鈴木議員さんと、それから田中議員さんからもお話があり

ましたけども、例えばもう具体的にね、ある程度、例えば教育実習生が来ると、そうすと教

育実習生が来ると必ずＰＣＲ検査をやってくださいと。そしてそれでマイナスだったら２週

間その実施する日の２週間はもうお家にいてくださいとでそこから登校しなさいっていうよ

うなことを学校ではやっております。

そういうように、例えば、今回その高校生の件があったときに、気持ち的に「もう二度と

来るのやだ」っていうような気持ちなるのがとっても悲しいことです。私達が掲げているの

も、やはり自分たちは力点に置いていることも 2030 を中心にしながらこうやってるわけで

すけれども、やっぱりすごいとこだって、松崎ってすごい良い教育もすごいって、そういう

ことを主張するために私たちがやっぱりあえてね、そういうとこ具体的に例えばこういうと

ころにはＰＣＲ検査がやれるようなものがありますよとか、抗体検査をやるものがあります

よ。役場にはこの前も使用させていただきましたけれども、幼稚園の職員から話があったと

きに、そんなに心配だったら抗体検査やろうかって言って、いただいてやったようなことが

ありますので、そういうことを町全体でもやっぱりここに置いとけばなんかそういう話があ

るよとかっていうのが、例えば学校ではそのくらい具体的にやっていかないと、よそから来

たデルタ株とかそういうことがもうどんどん広がってきていますので、夏中はほとんどシミ

ュレーションをやる授業をやってもらいましたっていうのは、すごく平凡なことですけれど

も、例えば、１年１組のあなたのクラスで感染した子供が出た。そういったときにどうする

っていう事業をまずやってみて、私は管理職の先生たちにお話をして、そして学校の研修で

は、確かに今言ったようなＩＣＴ教育のことはもちろんのことですけれども、そういう具体
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的にそしたらどう動く、これ動いてみっていうことを先生ちが子供になったりとかしながら

やってもらうの小中ともやりました。幼稚園も預かり保育等の関係がありましたので、その

ときに親がよく見えたときに、そういう話もするというようにやっぱり具体的にこれはって

いうことをやっていかないと。

例えば、この間質問がありましたように、藤井要議員から質問がありましたように、やっ

ぱり児童生徒が、感染したときとか、先生ちとかあるいは保護者とかそういう具体的に広げ

たときにどうやるっていうのをいつも危機管理意識を持ちながら、やらないと、先々こうい

うことがあるだろうなっていうことと同時に今何やるっていうことがないといけないかなっ

て思うので、教育界でもそうだし町を上げてもそうだし、そういう準備期間がここ行けば必

ずこういうものがあるよっていうような何かそういう具体性が欲しいなって感じます。以上

です。

○５番（深澤 守君） 総括ということで、コロナ関係のことをお伺いしたいんですが。令和

２年度、国からの補助金県の補助金からだいたい総額でどれくらい入ってきたのか、またコ

ロナ関係で総額どれくらい使ったのか、もし、入ってくる金額に対して出てく金額は多かっ

た場合に、一般財源を使ったのか、その辺をお伺い致します。

○企画観光課長（深澤準弥君） コロナ関係のものにつきましては、今集計がまだできていな

い部分があります。ただ入ってきてる分を繰り越しの部分とかもちょっとあるので、その辺

で今回、補正予算じゃないや、臨時交付金のところの説明でちょっと話をさせてもらったと

思います。実際今、２年度の実績値になると３億 3,766 万 8,000 円で 65 事業となってござ

います。対象事業費は、これからまだ変わってくるケースもあるんですけれども、対象事業

費としては３億 8,683 万 7,000 円で今令和３年度の現在地９月１日の現在地で交付金額は今

出てるのは 9,509 万 2,000 円です。20 事業ということで。ただこちら対象事業についてはま

だ実施してない部分も含めると、１億 8,244 万 3,000 円となってございます。これからまた

いろいろ実績値をこれから出てきます。今回追加で 1,400 万強も追加できてるもんですか

ら、そこの部分も含めての精算という形になるので、総合的な精算については、今後年度末

に出させていただくような形になります。

○５番（深澤 守君） 総括ということで、来年度に向けて予算を計上するにあたって、要望

というかですねあるんですけど、先日ですか。先々日の一般質問のときに町長は、未来がわ

からない。100％じゃなくて 70％ぐらいで走りながら修正するっていう話をしたと思うんで

すけど、依田邸の例をとると、その話っていうのは危険じゃないかと思うんです。町長、最
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初に突っ走ってやればいいっていうけど、その後ですね、使えるものは使うっていうことで

予算を削減したつもりなんでしょうけど、結果論から言ったら使い物にならなくて追加の予

算をしたと。何年も使ってないものであれば、あと 10 年、20 年使うものであれば、新規で

使う。ましてや、依田邸の配管等もこれから何が使ってない部分もあるし、耐久年数が過ぎ

てる事も考えられるんであれば、工事をしたときに全てのものを作り直して、なるべく将来

に不安が残らないようにするというのも、これ、経営者の資格ではあるし、リスク管理でも

あるわけですね。それは将来にわたって修繕費等の削減にもつながる。普通そこまでは考え

ていかなければいけないと思うんですね。

しかし、今回、去年、昨年の予算と計画を見ると、どうしてもその場しのぎの予算の組み

方と執行にしか思えない。一つの例を挙げれば、温泉施設で、温度管理ができないのを最初

どういう話をしたかというと、従業員が、ボイラーまで行ってスイッチを付け替えたりす

る。その計画の後に今度また自動でボイラーを着火する。一つの事業が、一貫したプランで

はなくてコロコロコロコロ変わる。そのたんびに予算をつけて執行していく。ですから先ほ

ど依田邸のように、5,500 万円の事業が 7,500 万円にもなってしまう。果たしてそういう予

算の組み方、執行の仕方で良いのでしょうか。この予算というものは、皆様の税金からいた

だいたお金です。大切に使っていかなければ、そして効率よく最大限の効果が得られる予算

執行を考えていかなければいけないと思います。今回の令和２年度の予算を決算を踏まえ

て、やはり、松崎の将来を見据えて、しっかり投資していく。効率の良いの最大限の効果の

上がる予算を組んでいただきたい。そのように要望いたしますが、町長、いかがでしょう

か。

○町長（長嶋精一君） 深澤議員がお話された形でもって、理想的なことでございますし、ま

た理想を追求しなければいけないと。原資は税金でございますから、無駄のたないようにや

らなきゃいけないっていうのは痛感しております。

今おっしゃられたことを念頭に置いて、今後の予算編成、あるいは執行の方をやってまい

りたいとこのように考えております。

○議長（渡辺文彦君） 他に質疑ございますか。

質疑なしの声がありますけども質疑終了してよろしいでしょうか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（渡辺文彦君） 異議なしと認めます。よって質疑を終結いたします。

これより討論に入ります。
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まず、本案に対する反対討論の発言を許します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（渡辺文彦君） 反対討論なしと認めます。

次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。

○１番（田中道源君） 私はこの本案に対して賛成いたします。今日、この審議の中でいろん

なご意見や話が出きました。それを踏まえて、またより良い予算を組んでいただくことを期

待いたしまして、この本案を賛成したいと思います。以上です。

○議長（渡辺文彦君） 他に賛成討論ございますか。あれば受けますけども。

○７番（藤井 要君） 私も本案に賛成いたします。コロナ禍に明け暮れたこの令和２年度だ

ったわけですけれども、そういう中でですね、一生懸命職員の皆さんが知恵を出し合って、

そして、この決算を迎えたということに対しましては、御礼申し上げます。先ほど来から議

員の中でですね、私も含めてですけども、結構きつい言葉、またきつい質問等もあったと思

いますけれども、それにですねよく答えてくれたということで感謝いたします。来年のこと

になりますけれども、このことをですね踏まえて、来年度はもっとより良い予算編成も行っ

てもらいたいとそういう期待を込めまして、本案に賛成いたします。

○議長（渡辺文彦君） これをもって討論を終了します。

これより、議案第47号 令和２年度松崎町一般会計歳入歳出決算の認定についての件を挙

手により採決します。

本案は原案のとおり認定することに賛成の諸君の挙手を求めます。

(挙手全員)

○議長（渡辺文彦君） 挙手全員であります。

よって、本案は原案のとおり認定されました。

（午後２時５２分）

─────────────────────────────────────────


